
三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て

唐
宋
の
変
革
と
使
職

礪

波

護
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【
要
約
】
　
唐
中
期
い
ご
に
現
れ
た
令
外
の
官
た
る
節
度
使
・
転
運
使
・
度
支
使
・
枢
密
使
等
の
使
職
は
、
社
会
的
な
変
動
に
対
応
す
る
た
め
と
、
齎
主
権
　
｝

の
強
化
を
意
図
し
て
設
馨
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
籍
に
由
来
す
る
こ
れ
ら
鳶
職
は
、
ほ
ぼ
当
初
の
意
訳
ど
お
り
、
中
世
貴
族
制
を
崩
壊
喜
て
宋
｝

い
、
あ
新
し
い
社
会
を
作
り
だ
す
走
大
き
な
萄
藁
し
た
．
勿
論
、
使
職
は
過
渡
駒
な
も
の
で
あ
っ
て
、
．
託
に
伴
な
つ
覆
遅
し
た
扉
召
L
禦
～

宋
い
ご
再
び
見
ら
れ
な
く
な
る
占
騨
縫
類
す
べ
き
で
あ
ろ
　
。
本
稿
で
は
、
．
．
れ
ら
簾
の
内
と
く
に
、
五
代
．
北
宋
に
お
け
る
大
葵
臣
と
も
い
、
，
べ
ぎ
…

覇
黙
黙
賠
騨
罵
れ
騰
矯
驚
ほ
綾
鎌
雛
舗
難
鍵
嚇
ゼ
纏
縫
灘
輻
纏
縫
撚

売
を
全
国
酌
に
施
行
し
た
。
い
ご
度
異
界
と
塩
鉄
工
運
営
は
地
域
的
に
東
西
に
分
れ
て
天
下
の
財
利
を
分
掌
し
た
が
、
黄
巣
の
乱
ご
ろ
か
ら
三
司
を
統
合
す
　
　

・
動
き
が
み
え
は
・
め
、
五
代
の
後
募
・
き
に
三
司
集
成
立
・
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
地
理
学
の
翼
的
が
諸
事
象
の
充
曝
さ
れ
た
地
域
の
個
性
の
認
識
で
あ
る
の
に

簿
し
て
、
歴
史
学
は
餐
時
代
の
性
格
を
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て

い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
史
上
、
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
時
代
は
極

め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
唐
代
は
、
魏
響
南
北
朝
以
来
の
貴
族
制

社
会
の
終
焉
期
で
あ
り
、
鋼
玉
い
こ
の
中
央
集
権
的
官
僚
制
社
会
の
萱
野
期
で

も
あ
る
。
南
朝
と
北
朝
と
が
一
応
統
合
さ
れ
だ
社
会
で
あ
り
、
南
北
の
比
重
の

入
替
が
始
ま
る
時
で
も
あ
る
。
こ
の
唐
の
社
会
が
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
唐
朝
の
成
立
過
程
を
追
求
す
る
と
共
に
、
崩
壊
過

程
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
そ
の
時
代
性
を
把
握
す
る
上
に
、
ま
ず
必
要
な
こ
と

で
あ
る
。

　
中
国
の
社
会
・
交
化
が
、
こ
の
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
劃
期
的
な
発
展
を
遂
げ

た
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
で
は
臼
本
の
中
国
史
象
が
ひ
と
し
く
認
め
る
と
こ
ろ
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で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
唐
宋
の
変
草
を
知
何
に
み
る
か
に
つ
い
て
は
周
知
の
如

く
二
つ
の
説
が
あ
り
、
あ
る
程
度
双
方
と
も
言
い
尽
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
に
妥
協
点
は
見
撮
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
単
に
歴
史
認
識
の
相

違
で
あ
る
と
す
ま
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
現
在
の
学
界

の
状
態
で
は
ま
だ
奴
隷
制
と
か
農
奴
捌
と
か
を
論
ず
る
よ
り
も
、
土
地
制
度
・

村
落
制
度
・
賦
税
制
度
等
の
復
原
の
如
き
基
礎
的
な
作
業
が
も
っ
と
な
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
蒔
の
諸
々
の
制
度
を
解
明
し
て
基
本
酌

な
姿
を
復
原
さ
せ
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
行
く
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
単
に
唐
代
ま
で
が
貴
族
制
の
隣
代
、
宋
い
ご

が
慰
主
独
裁
捌
の
時
代
と
機
械
的
に
類
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
少
く
と
も
魯
魚

か
ら
宋
に
か
け
て
の
長
い
時
間
的
な
過
程
の
上
で
、
そ
の
闘
の
発
達
移
行
の
相

を
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
本
稿
に
於
て
は
官
湖
の
面

で
唐
か
ら
宋
へ
の
変
遷
を
考
え
て
み
た
。
唐
初
の
完
成
さ
れ
た
歪
面
制
の
一
翼

を
に
な
う
諸
態
度
に
対
し
て
、
唐
中
期
い
ご
に
現
れ
て
く
る
令
外
の
官
と
も
い

う
べ
ぎ
節
度
使
・
転
運
使
・
塩
鱒
使
・
監
軍
使
等
の
い
わ
ゆ
る
使
職
な
る
も
の

が
何
故
出
現
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を
、
就
中
、
財
政
粒

度
の
面
で
繊
現
す
る
三
司
使
の
成
立
に
焦
点
を
合
せ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

唐
中
期
に
お
け
る
使
職
の
成
立

唐
初
の
社
会
は
、
南
北
朝
の
伝
統
の
上
に
立
つ
た
律
全
体
制
が
、
そ
の
隅
々

に
ま
で
影
響
を
与
え
た
社
会
で
あ
る
。
律
傘
を
基
盤
と
し
て
、
均
田
捌
・
府
…
兵

側
・
租
庸
調
制
・
隣
保
湖
が
巧
み
に
組
み
含
さ
れ
て
人
艮
を
抱
軽
し
、
そ
の
上

に
三
省
六
部
制
を
中
心
と
す
る
中
央
政
府
が
存
在
し
て
唐
王
朝
が
形
作
ら
れ
て

い
た
。
中
央
政
府
は
尚
書
・
全
書
・
門
下
の
三
省
を
中
心
と
す
る
が
、
門
下
省

の
存
在
が
特
異
な
役
割
を
勤
め
、
雨
亜
族
出
身
の
大
臣
に
よ
る
合
議
政
体
で
あ
る

と
も
い
え
る
よ
う
な
有
様
で
あ
り
、
南
北
朝
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
貴
族
制
は
継

代
に
入
っ
て
も
揺
る
ぎ
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
科
挙
捌
の
採

用
等
に
も
拘
ら
ず
、
諸
々
の
官
位
は
門
閥
貴
族
な
い
し
新
興
貴
族
の
占
め
る
所

と
な
り
、
同
時
に
貴
族
は
官
僚
貴
族
化
へ
の
道
を
辿
っ
た
。
し
か
し
、
か
れ
ら

の
拠
り
所
と
す
る
穣
令
的
官
僚
制
は
、
偉
令
制
の
本
来
の
性
質
に
由
来
す
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
一
見
ま
こ
と
に
整
然
と
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
に
、

杜
佑
の
指
摘
す
る
如
く
（
掌
典
巻
澱
○
）
、
そ
こ
に
は
意
味
の
な
い
官
制
の
璽

複
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
回
申
幸
い
ご
、
安
史
の
乱
の
頃
を
境
と
し
て
諸
調
度
・
官
制
の
際
立
つ
た
変

化
が
注
尉
さ
れ
る
。
府
兵
制
が
崩
壊
し
て
募
兵
調
に
な
り
、
均
田
制
が
樹
壊
し

て
租
蒲
調
法
が
両
税
法
に
変
る
の
で
あ
る
。
社
会
内
原
の
は
げ
し
い
移
り
変
り

が
制
度
を
変
革
さ
せ
、
そ
の
欄
度
の
変
革
が
ま
た
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
一

屠
輪
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

　
太
虐
爪
占
八
煎
観
六
年
（
六
三
二
）
か
ら
｛
尚
山
ポ
顕
際
晒
年
閣
門
（
六
五
六
～
六
六
〇
）
　
に

い
た
る
ご
十
数
年
問
に
内
外
文
武
高
等
官
の
数
が
二
十
倍
余
に
達
し
た
と
し
た
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ヨ三司使の成立について（甑汲）

浜
獅
重
国
氏
の
説
（
「
唐
の
玄
宗
朝
に
於
け
る
江
潅
上
供
米
と
地
税
と
の
関
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
二
）
・
『
史
学
雑
誌
』
四
五
ノ
ニ
）
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
と
し
て
も
、
相

日
数
の
大
子
な
増
加
の
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
則
天
武
后
が
朝
に
臨
む

に
及
ん
で
観
心
収
擁
策
と
し
て
宮
職
を
翠
煙
し
、
員
外
官
が
設
け
ら
れ
（
野
葬

録
巻
エ
四
・
員
外
、
陵
余
叢
考
巻
二
六
・
侍
郎
郎
中
貴
外
）
、
そ
の
上
、
容
宗

朝
に
な
る
と
そ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
助
長
さ
れ
、
斜
封
官
に
み
ら
れ
る
買
官
の

制
ま
で
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
通
既
払
一
九
・
職
官
典
総
叙
、
新
羅
欝
巻

八
三
・
安
楽
公
主
伝
）
。
　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
令
外
の
窟
と
も
い
う
べ

き
使
職
が
新
た
に
発
生
し
て
、
律
令
糊
下
の
官
制
の
内
に
食
込
ん
で
く
る
の
で

み
め
る
。
　
新
尊
堂
口
　
（
巻
四
工
ハ
・
甲
臼
官
士
心
）
　
に
、

　
　
　
　
む

　
叉
有
澱
使
之
名
。
或
習
事
山
岡
。
事
巳
測
罷
。
或
遂
綴
而
不
断
。
其
名
筆
繁

　
多
。
莫
能
勢
挙
。

と
あ
り
、
極
み
て
多
く
の
使
職
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
、
一
時
的
な
も
の
（
閣
，

事
而
羅
事
翠
煙
罷
）
と
、
恒
久
化
し
た
も
の
（
遂
置
蒲
不
義
）
と
の
二
種
の
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
使
は
律
令
宮
…
制
に
は
存
在

し
な
い
も
の
で
あ
り
、

　
礼
儀
之
本
。
職
在
奉
常
。
往
年
澱
使
。
因
循
未
改
。
有
学
旧
制
（
旧
劇
書
巻

　
一
一
・
網
曳
五
年
の
条
）
。

と
い
5
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
画
聖
（
七
三
五
～
八
蝋
二
）
の
頃
に
は
、
通
典

（
巻
一
九
・
職
官
典
総
裁
）
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
牧
・
守
・
督
・
護
。
分
墨
壷
服
。
設
宮
以
経
之
。
置
使
以
緯
之
。

と
あ
っ
て
、
旧
来
の
宮
と
新
設
の
使
と
が
経
緯
に
比
せ
ら
れ
る
如
く
対
等
の
立

場
で
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
唐
の
李
肇
（
元
和
中
の
翰
林
学
士
）
の
撰

に
な
る
唐
国
史
補
（
巻
下
）
内
外
諸
使
名
の
条
に
は
使
職
の
発
生
な
ら
び
に
そ

の
後
の
状
態
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、

　
開
元
已
前
。
有
事
干
外
。
則
命
使
距
。
否
寸
止
。
自
修
八
節
餌
薬
採
訪
。
始

有
坐
蒲
為
使
。
其
後
名
号
益
広
。
大
抵
生
子
夢
想
。
撃
壌
興
利
。
普
於
街
命
。

　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
干
是
々
使
劉
重
。
為
官
則
軽
。
故
天
瀬
末
。
偲
印
有
至
四
幸
藩
。
’
大
様
中
。

　
請
俸
有
至
千
貫
考
。

と
あ
る
如
く
、
使
職
は
臨
時
的
な
も
の
と
し
て
出
現
し
、
の
ち
に
は
宮
よ
り
も

使
の
方
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
使
職
の
「
使
」
と
い
う
文
字
は
、
元
来
、
人
を
遺
し
て
聴
閥
さ
せ
る
こ
と
を

指
し
た
。
こ
れ
が
官
職
の
名
と
し
て
出
現
す
る
の
は
某
々
使
者
と
い
う
名
称
の

方
が
よ
り
古
い
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
代
に
既
に
稲
田
使
者
・
繍
衣
使
者
等
が
派

遣
さ
れ
た
。
ま
た
安
撫
大
使
・
慰
撫
使
・
討
捕
大
使
と
い
っ
た
も
の
も
聖
代
に

は
既
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
唐
初
に
は
簡
点
使
と
か
観
風
俗
使
と
い
っ

た
も
の
も
出
現
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
一
時
的
な
臨
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、

恒
久
性
を
も
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
取
上
げ
た
い
の
は
歴
史
的
に
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

な
恒
久
性
を
も
つ
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
官
と
対
比
さ
れ
る
使
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
は
、
唐
の
中
ご
ろ
開
元
時
代
を
中
心
に
し
て
数
え
き
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れ
ぬ
程
出
現
し
、
そ
れ
迄
の
官
制
と
並
立
し
て
行
な
わ
れ
な
が
ら
次
第
に
実
．
権

を
握
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
官
職
を
有
名
無
実
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
朱
全

忠
が
唐
朝
を
滅
ぼ
す
に
際
し
て
は
、
資
治
通
鑑
（
巻
二
六
闘
・
天
敵
三
年
二
月

の
条
）
に
、

　
乙
未
。
全
軍
嚢
。
諭
達
騎
万
人
旧
故
両
軍
。
以
楽
友
倫
為
左
軍
宿
衛
都
指
揮

　
使
。
又
以
沐
丁
張
前
置
為
宮
苑
使
。
玉
殿
為
皇
城
使
。
論
議
暉
充
街
使
。
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
ゆ

　
是
金
忠
之
党
。
布
列
編
於
禁
衛
及
京
輔
吟
全
競
争
以
酸
心
為
使
。
則
京
輔
之
権
一
帰
之

糖
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯

と
あ
る
よ
う
に
、
着
々
と
勢
力
を
確
保
す
る
上
に
も
使
が
極
め
て
大
き
な
役
を

演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
恒
久
性
を
も
つ
た
使
職
（
仮
に
領
使
と
呼
ぶ
）
は
、
中
陰
末
年
か
ら
玄
宗
朝

に
か
け
て
次
々
に
出
現
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
　
（
矢
野
主
税
氏
・
「
使
制

度
の
発
生
に
つ
い
て
」
・
『
史
学
研
究
臨
ご
…
ノ
ニ
）
。
こ
れ
ら
多
く
の
使
職
は

通
典
（
巻
一
九
・
職
官
典
総
記
の
擬
製
）
に
の
べ
る
よ
う
に
、
州
県
を
お
さ
め
る

按
察
・
採
訪
』
等
使
、
軍
事
関
係
の
節
度
・
糊
凶
暴
等
使
、
財
政
を
扱
う
租
稽
・
転

運
・
塩
鉄
等
使
に
職
務
内
容
で
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
唐
国
三
遍
（
巻
下
・

内
外
諸
使
名
）
の
よ
う
に
、
太
濤
宮
・
度
支
・
左
右
街
二
等
の
在
朝
の
も
の
と
、

節
度
・
営
田
・
監
牧
使
等
の
外
任
の
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
も
出
来
る
（
唐
国

史
補
の
当
該
の
条
は
完
全
と
は
い
い
が
た
く
、
太
平
広
記
巻
一
八
七
お
よ
び
唐

語
林
巻
五
所
収
の
交
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
）
。
唐
中
末
期
を
彩
ど
る
の
は

締
度
使
の
如
ぎ
武
人
の
罰
拠
と
、
朋
党
・
箆
官
で
あ
る
が
、
節
度
使
が
使
職
の

一
た
る
は
い
5
迄
も
な
い
と
し
て
、
殊
に
特
異
な
、
箆
官
が
権
勢
を
振
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
使
職
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（
趙
翼
・

廿
二
史
劉
記
巻
二
〇
・
唐
代
竃
官
之
禍
と
中
官
出
使
及
監
軍
之
弊
、
醗
野
八
三

、
郎
氏
・
支
那
中
世
の
軍
閥
一
九
八
頁
以
下
）
。
窪
官
の
任
ぜ
ら
れ
た
内
荘
宅
・

五
坊
・
功
徳
・
監
軍
等
の
使
と
、
一
般
人
が
任
ぜ
ら
れ
た
節
度
・
転
運
・
塩
鉄

等
の
使
に
大
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
の
箆
官
の
任
ぜ
ら
れ
た
内
使
・
中
使
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
既
に
六
花
謙

哉
角
の
指
摘
が
あ
る
（
唐
代
に
於
け
る
内
構
・
中
使
そ
の
他
・
東
洋
史
研
究
六

ノ
ニ
・
講
演
要
旨
）
が
、
単
に
重
要
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
領
使
の
「
使
」

と
い
う
言
葉
は
本
来
竃
官
に
由
来
す
る
も
の
と
患
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
使
と

い
う
言
葉
は
、
駆
使
と
か
給
使
と
か
雷
つ
た
時
に
用
い
ら
れ
た
軽
い
意
味
の
も

の
で
あ
っ
て
、
使
職
が
重
要
視
さ
れ
る
に
従
い
重
い
意
味
に
転
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
官
制
摺
語
と
し
て
の
給
使
な
い
し
は
内
給
使
と
い
う
の
は
、
北
斉
の
散

．
給
使
に
起
源
を
も
ち
、
唐
代
内
侍
省
に
属
す
る
蜜
官
の
官
爵
を
も
た
な
い
も
の

で
（
唐
六
典
巻
一
二
、
唐
墨
疏
議
巻
三
・
工
楽
雑
戸
）
、
宮
中
の
つ
か
い
走
り

を
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
卑
し
い
職
の
こ
の
給
使
は
天
子
の
耳
目
的
存
在
と
し

て
相
当
う
る
さ
い
存
在
で
あ
っ
た
（
癒
会
革
巻
六
五
・
内
侍
省
）
。
こ
の
よ
う

な
意
味
の
使
が
使
職
と
し
て
の
は
っ
き
り
し
た
姿
を
と
る
の
は
、
嗣
聖
十
三
年

（
六
九
六
）
に
殿
中
省
飛
龍
厩
の
長
を
内
飛
龍
使
と
称
し
て
富
官
を
そ
れ
に
充
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三司使の成立について（礪波）

て
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
に
は
士
人
も
劇
職
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
新
唐
書
の
撰
著
た
る
欧
陽
衛
の
集
古
決
議
尾
（
巻
九
・
唐
康
約
言
碑
・
大

中
七
年
）
に
、

　
唐
自
開
元
以
後
。
職
官
二
二
。
始
有
国
使
之
名
。
歴
五
代
門
門
。
一
因
而
不

　
廃
。
世
徒
知
斑
葉
使
額
非
古
宮
。
襲
無
為
暑
。
而
不
知
皆
唐
窪
看
之
職
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
あ
る
の
が
、
こ
の
間
の
纂
情
を
適
確
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
使
職
の
設
置
は
天
子
中
心
の
中
央
集
権
制
の
強
化
と
梢
通

ず
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
意
図
で
幽
発
し
な
が
ら
結
果

酌
に
は
反
対
勢
力
に
化
し
た
節
度
・
防
禦
・
闘
始
端
等
の
、
そ
れ
故
に
盛
代
に

な
る
と
散
官
化
さ
れ
た
り
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
富
商
と
、
当
初
の
意

図
に
調
い
、
窟
主
独
裁
権
の
強
化
に
貢
献
し
て
、
多
少
変
貌
は
と
げ
て
も
宋
代

に
於
て
重
要
な
役
を
果
し
た
枢
密
・
三
司
・
漏
壷
使
等
の
痴
愚
に
分
け
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
各
種
の
分
類
の
仕
方
に
於
て
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
白
い
使
職
の
も
つ

意
味
が
感
じ
と
れ
る
が
、
唐
代
に
お
け
る
竃
宮
の
七
言
と
使
職
と
が
密
接
に
関

係
す
る
こ
と
、
領
使
の
先
駆
を
な
す
節
度
使
が
当
初
の
意
図
と
は
逆
の
方
向
に

走
っ
た
こ
と
、
使
設
澱
の
意
図
が
必
ず
し
も
一
度
で
は
成
功
せ
ず
、
次
々
と
手

を
打
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
特
に
唐
中
期
い
ご
天
子
が
政
治
の
建
て
直

し
を
し
ょ
う
と
す
る
時
に
、
常
に
東
福
を
設
置
し
た
り
改
変
し
て
い
る
こ
と
な

ど
は
注
臼
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
巻
斗
の
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
後
に
論
ず

る
と
し
て
、
次
に
財
政
諸
使
と
く
に
途
中
複
雑
な
過
程
を
辿
ゑ
二
急
使
の
成
立

を
跡
づ
け
、
唐
宋
の
変
革
の
意
義
に
も
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
　
玄
宗
以
前
の
財
政
．
機
構
　
　
宇
文
融
の
三
戸
一

　
三
面
の
中
国
粒
会
を
経
済
｝
圓
か
ら
み
る
と
、
　
一
慈
均
母
法
が
施
行
せ
ら
れ
て

租
庸
調
制
の
行
な
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
但
し
北
朝
の
系
統
を
ひ
く
均
田
制
が
、

南
朝
に
行
な
わ
れ
た
占
田
的
土
地
所
有
形
態
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
、
唐
初
に

於
て
ど
の
程
度
ま
で
施
行
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
点
が
多
い
。
と
も

角
、
嶺
南
に
於
て
は
租
庸
調
制
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
（
仁
井
田
陞
氏
・
扇

町
拾
遺
六
七
三
頁
・
賦
役
令
）
、
他
の
地
域
で
は
原
則
的
に
均
田
法
に
基
く
租

庸
調
捌
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
租
庸
調
収
入
を
確
実
に
得
る
た
め
に
も
村
落
組

織
と
し
て
の
隠
坊
制
と
隣
保
制
が
必
要
で
あ
り
、
賦
役
を
直
接
人
民
か
ら
催
駆

す
る
者
は
里
正
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
中
央
で
財
政
を
扱
う
機
関
の
中
心
は
尚

書
省
の
戸
部
で
あ
り
、
そ
の
他
生
農
寺
、
貸
売
寺
が
あ
り
、
少
府
監
、
刑
部
、

工
部
も
関
係
を
も
つ
た
の
で
あ
る
（
播
府
元
亀
巻
四
八
三
・
邦
計
部
総
序
）
。

　
戸
口
財
賦
の
こ
と
を
掌
る
戸
部
は
勿
論
、
前
代
の
制
を
承
け
て
い
る
。
古
く

は
戸
籍
と
財
用
と
は
別
の
二
な
い
し
三
系
列
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
冷
込
に
至

り
、
度
支
尚
書
が
は
じ
め
て
金
財
政
を
統
べ
る
よ
う
に
な
り
、
陪
…
で
は
民
部
尚

書
と
改
め
、
唐
に
受
け
継
が
れ
て
戸
部
尚
書
と
改
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、

名
称
の
変
更
が
一
時
行
な
わ
れ
た
り
も
す
る
が
、
こ
の
名
称
・
機
構
が
清
朝
に
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ま
で
続
く
の
で
あ
る
（
一
罪
に
購
麿
の
制
度
が
北
斉
に
起
除
す
る
も
の
の
多
い

こ
と
を
払
醐
じ
た
も
の
に
随
…
富
　
格
…
氏
・
階
…
唐
儲
鋸
皮
淵
源
略
帽
姫
糊
が
あ
る
）
。

　
戸
部
尚
書
侍
郎
の
下
に
戸
部
・
度
支
・
金
部
・
倉
部
の
四
曹
が
あ
り
、
戸
部

曹
に
は
郎
中
・
員
外
郎
が
各
二
堰
い
て
民
籍
を
つ
か
さ
ど
り
、
他
の
三
曹
は
草

中
・
員
外
郎
各
一
人
で
あ
っ
て
、
度
支
は
会
計
を
総
領
し
、
金
鍔
は
銭
吊
の
、

倉
部
は
鍛
鋼
の
出
納
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
か
さ
ど
っ
た
。
し
か
し
後
に
、
戸
部
曹
と

三
月
曹
の
野
中
・
員
外
郎
の
数
が
入
れ
替
っ
た
こ
と
は
、
聖
典
（
巻
二
三
・
戸

部
華
中
の
条
の
獣
帯
）
に
、

　
建
中
三
年
正
月
。
戸
部
侍
郎
輝
度
支
管
佑
秦
。
天
宝
以
前
。
戸
部
事
繁
。
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
の
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

　
以
豊
中
・
員
外
各
二
人
判
署
。
自
些
細
以
後
。
戸
部
事
簡
。
度
支
事
繁
。
唯

　
郎
中
・
員
外
各
一
人
。
請
回
綴
簾
中
・
員
外
昏
一
人
。
分
業
度
支
案
。
零
梅

　
下
兵
革
窒
息
。
纈
野
饗
曹
。
奉
勅
依
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
る
が
、
こ
の
文
章
が
同
時
に
唐
初
の
財
政
機
構
の
実
質
的

に
崩
れ
て
し
ま
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
霞
さ
れ
る
。
無

二
の
財
政
機
構
の
大
筋
は
以
上
の
如
く
で
あ
っ
て
、
形
式
的
に
は
三
司
使
の
成

立
な
ど
に
も
拘
ら
ず
こ
の
組
織
が
ず
っ
と
後
世
に
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

　
階
宋
の
反
乱
の
中
か
ら
出
発
し
た
唐
初
の
政
治
的
安
定
の
時
期
は
そ
う
長
続

き
し
な
か
っ
た
。
階
朝
減
亡
の
最
大
原
因
と
も
い
う
べ
き
｛
尚
句
麗
討
伐
は
庸
の

太
宗
・
受
益
の
両
朝
に
も
再
三
試
み
ら
れ
、
漸
…
く
一
悠
の
成
功
を
収
め
え
た
が
、

麿
朝
を
も
大
き
く
動
揺
さ
せ
た
。
う
ち
続
く
戦
乱
に
逃
亡
兵
が
発
生
し
た
り
も

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
人
々
が
生
活
を
支
え
た
均
田
糊
は
、
規
定
以
下
の

受
田
額
で
あ
っ
て
も
規
定
の
上
納
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
逃
亡

せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
か
く
て
窮
乏
農
民
の
中
で
、
土
地
を
離
れ

て
有
力
者
の
下
に
走
る
渚
が
多
く
な
っ
た
。
逃
戸
の
増
大
と
規
定
以
上
の
土
地

兼
併
の
激
化
と
は
麿
の
均
田
体
捌
に
動
揺
を
与
え
だ
。
野
南
革
命
を
頂
点
と
す

る
葛
藤
の
限
り
を
尽
し
た
廷
争
を
乗
り
き
っ
て
登
場
し
て
き
た
玄
宗
朝
の
当
面

し
た
問
題
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
解
決
の
た
め
開
元
九
年
目
七
二
一
）
正
月

に
監
察
御
史
宇
文
融
が
括
戸
の
こ
と
を
上
葵
し
た
。
こ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
む

の
は
同
十
一
年
五
月
か
ら
で
あ
る
が
、
．
こ
の
時
却
は
勾
当
秘
鵬
地
塁
兼
序
題
使

に
任
命
さ
れ
、
勧
農
判
官
十
九
人
を
量
地
に
派
遣
し
て
成
績
を
挙
げ
、
翌
年
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

月
に
兵
部
員
外
郎
兼
侍
御
史
に
昇
進
し
て
勧
農
使
と
な
り
、
勧
農
前
腎
十
人
を

増
鐵
し
て
括
戸
を
よ
り
徹
鷹
的
に
行
な
い
、
約
八
十
万
戸
の
客
戸
と
そ
れ
に
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
つ

応
ず
る
多
額
の
土
地
を
獲
得
し
、
そ
の
功
に
よ
り
同
八
月
御
史
中
丞
諸
色
安
輯

む
　
　
　
　
　
　
む

戸
口
使
と
な
っ
た
（
鈴
木
俊
氏
・
「
宇
文
語
の
括
戸
に
つ
い
て
」
・
『
和
田
還
暦

論
叢
』
）
。
し
か
し
規
定
以
上
の
占
田
を
没
収
し
．
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
土
地
所

有
者
た
る
貴
族
・
豪
族
・
官
僚
の
強
い
反
対
を
招
き
、
結
局
失
脚
し
て
し
ま
っ

た
。
か
れ
の
揺
戸
の
主
眼
点
は
崩
れ
か
け
つ
つ
あ
っ
た
均
田
体
制
を
大
規
摸
に

維
持
強
行
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
失
敗
に
終
っ
た
の
は
時
勢
の
力
で
あ
り
、
か

れ
の
財
政
建
直
し
の
意
図
は
、
後
に
、
彼
の
土
地
国
有
制
と
全
く
対
立
す
る
、

土
地
私
有
を
認
め
た
楊
炎
の
両
税
法
と
し
て
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

130　（614）
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宇
文
融
が
大
き
な
抱
負
を
も
つ
て
唐
朝
祖
宗
の
法
た
る
均
田
体
制
の
再
強
化

を
図
ろ
う
と
す
る
に
当
り
、
勾
当
租
蒲
地
税
兼
覆
田
使
・
勧
農
使
・
諸
色
安
輯

戸
口
使
と
い
っ
た
使
職
に
次
々
と
任
命
さ
れ
て
そ
の
政
策
を
遂
行
し
た
こ
と
は
、

財
政
関
係
の
使
職
の
前
期
に
お
け
る
性
格
を
考
え
る
上
に
極
め
て
注
回
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
玄
宗
朝
を
成
立
さ
せ
た
の
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
皇
帝
に
よ
る

親
政
政
治
を
回
復
し
よ
う
．
と
す
る
力
で
あ
っ
た
（
谷
川
道
雄
氏
・
「
武
后
朝
末

年
よ
り
玄
宗
朝
初
年
に
い
た
る
政
争
に
つ
い
て
」
　
・
『
東
洋
史
研
究
』
…
四
ノ

酋
）
。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
政
策
を
に
な
う
宇
文
融
の
括
戸
が
、
そ
れ
迄

の
律
令
制
下
の
官
制
・
制
度
に
よ
っ
て
は
遂
行
さ
れ
ず
、
一
時
的
の
も
の
で
あ

っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
と
稠
対
す
る
使
職
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
　
三
三
使
の
成
立
i
I
財
政
の
膨
脹
一

　
唐
初
の
兵
綱
は
、
西
魏
の
単
文
泰
の
創
設
に
か
か
る
兵
農
一
致
の
府
兵
制
で

あ
っ
た
が
、
早
早
の
偏
重
・
番
上
の
形
式
の
不
善
と
い
っ
た
制
度
上
の
内
的
矛

盾
や
、
そ
の
存
立
の
根
拠
と
し
た
均
田
糊
の
崩
壊
等
の
原
因
に
よ
り
、
中
宗
末

期
か
ら
玄
宗
初
期
に
か
け
て
府
兵
制
度
自
体
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
（
浜
口
重
園

氏
・
「
鰐
欝
欝
度
よ
り
新
丘
ハ
鋼
へ
」
・
『
史
学
雑
　
誌
』
五
一
ノ
一
一
・
一
二
）
。
｛
附

兵
欄
を
崩
壊
に
導
い
た
最
大
原
因
は
軍
鎮
の
発
生
増
加
で
あ
り
、
こ
の
指
揮
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
ゆ

と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
節
度
使
で
あ
る
が
、
漸
兵
制
に
よ
る
兵
農
分
離
に
よ

り
国
家
財
政
は
膨
脹
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
こ
れ
と
並
行
し
て
内
外

文
武
官
の
人
数
が
激
増
し
て
お
り
、
そ
の
為
に
莫
大
な
給
料
を
支
払
わ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
対
応
策
と
し
て
転
戦
使
が
設
羅
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

同
時
に
中
央
の
財
務
行
政
が
複
雑
重
要
と
な
り
、
こ
こ
に
度
支
曹
が
大
き
く
の

し
上
っ
て
く
る
の
で
、
唐
会
要
（
巻
五
九
・
刷
官
判
度
支
）
に
、

　
開
元
二
十
二
年
九
月
。
雪
笹
端
太
府
少
野
饗
度
支
事
。
二
十
三
年
八
月
。
李

　
元
期
墨
太
府
少
卿
知
度
旧
事
。
…
…
故
事
。
黒
垂
按
。
上
中
判
入
。
員
外
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
出
。
侍
郎
総
統
押
案
而
已
。
宮
街
不
言
専
判
野
望
。
開
元
以
後
。
時
事
多
故
。

　
黒
塗
他
宮
来
判
轟
。

と
あ
る
よ
う
に
、
関
元
二
十
二
年
か
ら
他
宮
の
者
に
よ
っ
て
判
案
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
③

に
も
な
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
度
支
使
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
隠
期
に

平
盧
・
萢
陽
・
河
東
の
三
節
度
使
を
兼
ね
た
安
三
山
が
揚
国
忠
を
除
く
の
を
名

目
と
し
て
兵
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）
十
一
月
の
こ
と
で

φ
め
り
、
　
翌
口
月
に
［
は
早
く
も
洛
陽
を
陥
れ
、
翌
年
山
ハ
月
に
［
は
噛
繊
閣
四
を
陥
押
れ
た
。
狼

狽
し
た
玄
宗
は
蜀
に
逃
れ
、
皇
太
子
が
霊
武
で
即
位
し
て
粛
宗
と
な
る
。
こ
う

な
る
と
、
軍
費
の
調
達
が
益
々
緊
急
の
務
と
な
っ
て
く
る
。
通
典
（
煽
惑
）
食

貨
賦
税
下
の
条
の
爽
註
に
、

　
尚
書
省
度
支
総
天
下
経
費
。
自
難
業
要
説
。
至
徳
乾
元
之
際
。
置
度
支
使
。

と
あ
り
、
同
（
一
二
三
）
職
官
度
支
郎
中
の
条
の
爽
註
に
、

　
至
徳
以
後
。
戎
事
費
多
。
二
年
十
二
月
。
呂
謹
為
兵
部
侍
郎
平
章
事
。
充
勾

　
当
度
支
弁
。
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と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
安
鷺
山
の
反
乱
に
よ
る
戦
貯
体
制
を
賄
う
必
要
か
ら
、

至
徳
・
乾
元
の
頃
に
度
支
使
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
通

典
の
後
絵
で
は
至
徳
二
載
十
二
月
に
呂
謹
か
ら
始
ま
っ
た
如
く
に
書
か
れ
て
い

る
が
、
臨
錘
が
度
支
使
に
な
っ
た
の
は
乾
元
二
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
（
逓

鑑
巻
二
二
　
、
冊
府
元
亀
巻
闘
八
三
・
終
雪
部
美
男
）
。
ま
た
冊
府
元
亀
（
巻

四
八
三
）
　
緊
張
協
節
総
序
に
は
、

　
其
後
財
貨
之
任
。
多
専
置
使
以
主
之
。
…
…
（
開
元
）
二
十
三
年
。
以
獄
裡

　
少
卿
三
元
祐
。
知
度
魚
鋤
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
別
官
軍
度
支
で
あ
る
こ
と
は
導
引
の
唐
会
要
の
記
事
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
卓
球
要
（
巻
五
九
）
度
駆
使
の
条
に
、

　
乾
元
元
年
。
第
五
駆
除
度
支
郎
中
河
南
五
道
度
支
使
。

と
い
い
、
資
治
通
鑑
（
巻
紙
一
九
）
至
徳
元
載
（
七
五
六
）
十
月
の
条
に
、

　
第
五
碕
見
上
於
彰
原
。
請
以
江
准
租
庸
市
軽
貨
。
源
江
漢
而
上
。
至
洋
川
。

　
令
漢
中
顔
弓
。
陸
運
至
扶
風
以
懸
軍
。
順
従
之
。
尋
加
撃
山
南
等
五
道
度
支

　
使
疲
麦
使
始
此
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
五
碕
か
ら
度
支
使
の
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
る
が
、
か
れ

が
い
つ
度
支
使
に
な
っ
た
か
と
な
る
と
、
史
書
の
伝
え
る
所
、
互
い
に
記
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

錯
綜
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
度
益
金
成
立
の
　
帯
情
を
考
え
て
み
る
と
、

安
禄
山
の
乱
を
食
止
め
、
二
塁
地
方
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
玄
宗
は
至
徳

元
載
八
月
に
第
五
碕
の
建
欝
を
間
き
い
れ
て
彼
を
江
爆
薬
庸
使
に
任
じ
、
同
年

十
月
に
影
響
が
そ
れ
を
確
認
し
、
そ
の
上
が
れ
に
山
南
等
五
道
度
駆
使
を
加
え

て
、
こ
こ
に
山
南
…
等
五
道
度
上
使
が
成
立
し
た
。

　
こ
こ
に
い
う
山
南
等
五
道
が
ど
こ
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
春
曇
の
地

域
性
を
考
え
る
上
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
誰
も
こ
の
点
に
考
慮
を
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最

近
は
じ
め
て
日
野
園
三
郎
氏
が
こ
れ
に
注
目
し
、
詳
細
な
研
究
を
発
表
さ
れ
た

（「

ｼ
税
法
以
前
に
於
け
る
膚
の
催
塩
法
」
・
『
祉
会
経
済
史
学
』
二
六
ノ
ニ
・
一

九
六
〇
）
。
し
か
し
、
氏
の
考
証
に
は
疑
問
の
点
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
金
壷

の
信
頼
を
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
は
、
こ
の
山
南
等
五
道
は
河
南
・
山
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

策
道
・
潅
南
・
江
南
東
西
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ

は
江
潅
租
庸
使
と
し
て
の
任
務
を
遂
行
す
る
の
に
大
ぎ
な
便
宜
を
与
え
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
り
、
粛
宗
が
房
塘
の
反
対
を
も
押
切
っ
て
こ
れ
を
敢
行
し
た
の
は
、
総
て
を

こ
れ
に
か
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
五
碕
は
期
待
に
応
え
て
成
功
を

収
め
、
ま
た
塩
の
専
売
を
も
始
め
て
収
入
を
増
し
、
そ
れ
を
よ
り
一
層
強
化
す

る
為
に
、
乾
光
元
年
パ
七
五
八
）
三
月
に
は
度
支
郎
中
と
な
っ
て
河
南
等
五
道

度
支
、
転
勤
・
穏
庸
・
塩
鉄
・
鋳
銭
等
々
の
使
を
領
し
、
同
十
月
に
は
戸
都
侍

郎
動
議
度
支
と
な
っ
て
実
質
的
に
度
支
使
が
確
立
す
る
が
（
庸
会
議
巻
五
八
・

戸
部
侍
郎
、
巻
五
九
・
別
宮
純
度
支
）
、
翌
年
十
二
月
に
は
呂
漣
が
勾
当
度
支

使
と
な
り
、
こ
こ
に
名
実
共
に
度
支
使
が
成
立
し
た
。
財
政
の
膨
脹
に
よ
り
の

し
上
っ
て
き
て
い
た
度
支
曹
が
、
安
定
額
の
乱
を
契
機
と
し
て
遂
に
度
支
使
を
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生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

匹
　
塩
の
専
売
の
開
始
一
塩
鉄
弓
の
成
立
…

　
安
史
の
乱
後
、
衰
亡
し
か
け
た
唐
朝
が
内
憂
外
患
に
も
拘
ら
ず
な
お
一
世
紀

半
の
命
脈
を
保
ち
え
た
の
は
、
両
税
法
の
開
始
と
塩
の
専
売
に
よ
っ
て
国
家
財

政
を
支
え
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
と
く
に
塩
利
は
以
後
の
歴
代
王
朝
の

国
庫
収
入
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
唐
中
期
に
お

け
る
塩
の
専
売
の
開
始
の
状
態
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
古
く
は
金
井
漕
釣

氏
の
「
唐
の
塩
法
」
（
「
文
化
し
五
の
五
・
一
九
三
八
）
が
あ
り
、
最
近
で
は
日

野
開
三
郎
氏
の
「
両
税
法
以
前
に
於
け
る
唐
の
権
塩
法
扁
（
『
社
会
経
済
史
学
」

二
六
の
二
・
一
九
六
〇
）
が
あ
っ
て
、
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
ま
だ
論
ず
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
体
、
法
律
と
か
制
度
と
い

う
も
の
は
、
そ
の
成
立
期
が
一
番
大
切
な
の
で
あ
っ
て
、
一
且
ま
が
り
な
り
に

も
一
つ
Q
制
度
が
出
来
上
る
と
、
そ
れ
を
強
化
す
る
等
の
こ
と
は
、
為
政
者
に

と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
塩
の
専
売
法
が
成

立
す
る
時
の
状
態
を
究
明
す
る
こ
と
は
是
非
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
安
史
の
乱
が
起
る
や
、
官
軍
の
軍
費
を
助
け
る
た
め
顔
真
卿
が
河
北
の
数
州

で
塩
の
官
売
を
行
な
い
、
そ
れ
を
目
撃
し
た
第
五
碕
が
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
全

国
的
に
鑑
の
専
売
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
、
　
一
般
に
第
五
埼
か
ら
鷹
の
塩
の
専

売
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
第
流
埼
の
権
塩
煙
に
つ
い
て
は
、
些
些
霞
の

第
五
碕
伝
は
一
致
し
て
、
彼
が
塩
法
の
創
立
に
着
手
し
た
時
の
宮
は
江
潅
租
腐

　
【
湾
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
。
　
。

使
・
山
南
等
五
道
痩
支
使
・
司
金
郎
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
矯
府

元
亀
巻
酉
九
三
・
邦
計
部
幽
沢
一
に
も
司
金
工
中
と
あ
り
）
。
こ
れ
か
ら
、
塩

法
の
開
始
は
、
至
徳
元
載
十
月
以
降
、
同
艦
載
十
二
月
十
五
日
以
前
の
こ
と
で

あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
附
註
④
参
照
）
。
し
か
も
、
旧
唐
書
（
巻

一
｛
　
三
）
劉
曇
俵
お
よ
び
冊
府
元
亀
（
巻
町
八
三
・
邦
計
部
材
略
）
に
、

　
む
　
　
む
　
　
む

　
至
徳
初
。
為
爾
粥
不
足
。
令
第
五
碕
於
諸
道
権
塩
。
以
助
軍
用
。

と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
治
通
鑑
（
巻
心
一
九
・
至
徳
元
載
十
月
）
に
従
っ

て
、
至
徳
元
載
十
月
の
の
ち
間
も
な
く
権
壌
法
を
始
め
た
と
す
る
の
が
妥
当
で

　
　
⑦

あ
ろ
う
。
一
方
、
塩
鉄
使
は
第
五
隣
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
慈

善
が
一
致
し
て
述
べ
る
所
で
あ
る
が
、
彼
が
塩
鉄
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
何
聴

で
あ
ろ
う
か
。
唐
会
要
（
巻
八
八
・
壌
鉄
使
）
お
よ
び
器
府
元
亀
（
巻
四
八
三
。

邦
計
都
総
序
）
の
両
記
事
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
乾
元
元
年
に
度
支
郎
中
と
し

て
諸
道
塩
腰
使
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
れ
が
三
月
の
こ
と
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
附
註
④
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
）
。
日
野
氏
が
、
「
国

法
と
し
て
の
選
管
が
塩
軍
使
の
任
命
を
倹
っ
て
創
立
せ
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
る
」
と
し
て
議
論
を
進
め
ら
れ
た
の
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
権
塩
法
開
始
の

時
期
と
塩
鉄
鍋
の
任
命
の
時
期
と
は
別
な
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
新
唐
追
口

（
巻
羅
馬
・
食
貨
志
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
こ

　
乾
元
元
年
。
塩
鉄
鋳
銭
使
第
五
碕
初
耳
雑
面
。
…
…
及
聖
断
野
州
確
塩
鉄
使
。
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ロ
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
ゆ

　
尽
櫨
天
下
塩
．

と
あ
る
の
も
部
分
的
な
修
正
が
必
要
で
あ
っ
て
、
乾
元
元
年
に
塩
鉄
鋳
銭
使
と

し
て
初
め
て
塩
法
を
変
じ
た
の
で
は
な
く
、
釜
徳
元
載
十
月
直
後
に
初
め
て
塩

法
を
変
じ
、
一
部
の
地
域
で
施
行
し
、
乾
元
元
年
に
諸
軍
議
塩
鉄
壁
と
な
る
に

及
ん
で
尽
く
天
下
の
塩
を
権
し
た
と
す
る
の
が
適
当
と
思
う
。

　
で
は
初
め
て
第
五
埼
の
変
じ
た
塩
法
は
ど
の
地
域
を
対
象
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
金
井
氏
は
、
ま
ず
塩
池
塩
井
の
塩
法
を
変
じ
、
そ
れ
に
成
功
し
た
の
で

遂
に
画
題
を
も
含
め
た
天
下
の
塩
を
離
し
た
と
さ
れ
（
藤
井
宏
氏
も
世
界
歴
史

事
典
の
壌
法
の
項
で
こ
の
説
を
の
べ
て
お
ら
れ
る
）
、
そ
の
理
由
に
、
塩
池
塩

井
は
河
東
お
よ
び
蜀
に
多
く
、
こ
れ
ら
の
地
方
は
唐
の
勢
力
が
な
お
存
す
る
地

方
で
あ
り
、
ま
た
塩
池
壌
井
な
ら
ば
小
地
域
で
す
む
か
ら
完
金
が
期
せ
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
塩
池
塩
井
の
う
ち
最
も
重
要
な

凶
夢
の
両
池
は
開
元
二
十
五
年
の
倉
部
格
に
よ
っ
て
も
分
る
如
く
、
既
に
唐
朝

に
と
っ
て
は
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
目
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
策
南
地
方

の
海
塩
で
あ
る
。
ま
た
第
五
蕩
が
塩
法
を
始
め
た
の
は
雑
題
租
庸
使
・
山
南
等

五
道
度
支
使
と
し
て
で
あ
り
、
灘
南
等
五
道
に
河
東
・
灘
南
両
道
が
絶
対
に
含

ま
れ
な
い
と
す
る
と
、
彼
は
ま
ず
康
南
の
海
塩
を
中
心
と
し
た
塩
法
を
始
め
た

と
考
え
る
方
が
妥
盗
で
あ
ろ
う
。
蜀
の
井
塩
が
度
親
鍵
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
る

の
は
永
泰
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（
古
賀
畑
野
・
「
唐
藤
井
塩
孜
」
・
『
史
観
』
五

三
）
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
安
禄
山
の
反
乱
は
非
常
な
勢
い
で
拡
大
し
、
唐
朝
は
戦
費
を
賄
な
う
た
め
に
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
！

あ
ら
ゆ
る
手
樽
を
講
じ
た
。
売
官
震
度
も
行
な
っ
た
（
旧
唐
諮
巻
一
〇
・
驚
徳
　
（

瀧
＋
暴
未
）
・
こ
の
よ
う
な
時
期
の
至
徳
元
正
八
月
に
江
潅
租
庸
使
に
な
雛

り
、
十
月
に
山
南
等
五
道
度
支
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
第
五
碕
は
、
江
潅
地
方
の
租

庸
を
確
保
し
た
の
み
な
ら
ず
、
収
入
を
増
す
た
め
に
は
何
事
を
も
辞
さ
な
か
っ

た
の
で
あ
り
、
苦
し
ま
ぎ
れ
に
、
遂
に
頚
真
卿
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
江
潅
の
海

底
の
專
売
を
始
め
た
。
所
が
塩
の
專
売
を
大
規
模
に
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
司
農

の
出
納
を
も
嘱
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
塩
鉄
使
の
肩
轟
き
も
必
要
と
な
り
、
租

庸
や
塩
の
輸
送
の
た
め
に
は
転
石
や
館
駅
を
も
掌
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

乾
元
元
年
三
月
に
は
度
支
郎
中
と
な
っ
て
河
南
等
道
度
支
、
都
勾
当
転
運
・
秘

　
　
む
　
　
む

庸
・
盗
鉄
・
鋳
銭
・
司
農
事
府
禺
納
・
山
導
東
西
計
謀
潅
南
鯖
駅
等
使
を
領
す

る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に
新
た
に
撃
鉄
使
が
登
場
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
専
管
捌
と
い
5
も
の
は
、
一
地
方
に
の
み
永
く

敷
く
こ
と
は
無
理
な
の
で
あ
っ
て
、
全
開
的
に
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

こ
に
於
て
全
国
的
に
塩
の
専
売
が
始
め
ら
れ
、
こ
の
塩
断
使
に
よ
る
塩
の
専
売

法
が
劉
曇
に
受
け
継
が
れ
て
益
々
成
功
し
、
旧
家
財
政
の
半
ば
を
占
め
る
よ
・
）

に
な
る
の
で
あ
る
（
金
井
・
日
野
両
氏
の
前
掲
論
文
参
照
）
。
塩
の
專
．
売
の
開

始
に
つ
い
て
の
資
料
が
燧
め
て
少
な
い
の
は
、
充
分
に
立
案
さ
れ
議
論
さ
れ
た
、

も
の
で
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
五
碕
が
苦
し
ま

ぎ
れ
に
始
め
た
も
の
で
あ
り
、
屠
踏
の
反
対
も
塩
の
専
売
に
つ
い
て
で
は
な
く
、



1三司使の成立について（鵜波）

羅
庸
使
就
任
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
劉
曇
が
第
五
埼
か
ら
引
き
つ
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

臨
、
塩
利
が
四
十
万
繕
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
第
五
埼
の
主
限
点
は
租

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

窟
の
方
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
塩
は
ま
だ
従
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
資
料
の
少

な
い
こ
と
が
一
つ
の
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
塩
鉄
使
と
度
支
使
と
は
安
禄
山
の
乱
を
契
機
と
し
て
相
継
い
で
密
接
な
関
係

の
下
に
登
場
し
、
第
五
蕩
に
継
い
で
瀦
灘
・
劉
曇
・
元
載
・
劉
曇
と
緒
一
人
で

両
藩
を
兼
任
し
た
。
所
が
こ
の
よ
う
な
財
政
充
実
へ
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
安
史

の
乱
は
ま
だ
鎮
圧
さ
れ
な
い
。
斐
耀
卿
に
よ
っ
て
改
革
さ
れ
た
南
方
漕
運
の
運

輸
系
統
が
こ
の
乱
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
、
揚
子
江
よ
り
漢
水
を
遡
っ
て
京
師
に

い
た
る
方
法
が
用
い
ら
れ
た
り
し
た
が
、
代
宗
窯
応
元
年
（
七
六
二
）
六
月
に

度
支
転
運
塩
鉄
等
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
劉
曇
は
、
翌
年
に
龍
後
九
年
に
置
つ
た
安

史
の
乱
が
終
り
を
告
げ
る
や
、
毒
水
・
沐
河
・
黄
河
に
よ
る
漕
運
線
路
を
復
興

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
方
法
に
鮒
し
て
一
大
改
革
を
断
行
し
た
（
菅
山
定
男

氏
・
　
「
唐
宋
臨
・
代
の
転
運
使
及
び
発
寒
使
に
就
い
て
臨
　
・
『
史
学
雑
誌
』
附
四

ノ
九
）
。
そ
し
て
、

　
（
酒
毒
二
年
）
曇
始
馬
瀬
利
馬
漕
傭
（
餅
膚
管
巻
脳
九
・
食
貨
志
）
。

と
い
う
如
く
、
こ
の
と
き
塩
専
売
の
収
益
で
漕
運
の
費
用
に
充
て
、
転
回
使
の

管
轄
区
域
が
長
安
・
揚
子
の
間
に
拡
大
さ
れ
、
懸
路
に
沿
う
要
地
に
巡
院
が
設

け
ら
れ
て
中
央
へ
の
財
政
の
補
給
に
大
き
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
っ
た
。
注

目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
塩
鉄
使
と
転
運
使
が
密
接
に
結
び
つ
く

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五

三
支
・
転
回
使
に
よ
る
財
利
の
分
掌

　
i
財
政
の
地
域
性
…
i

　
度
盛
使
と
塩
鉄
使
は
成
立
当
初
に
お
い
て
．
一
体
の
如
き
観
が
あ
っ
た
が
、
劉

慢
に
よ
る
宝
応
二
年
の
漕
運
法
の
改
革
に
よ
っ
て
転
運
使
の
権
限
が
強
大
と
な

り
、
こ
れ
が
塩
酒
毒
と
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
正
月
に
専
判

度
支
及
諸
道
遊
歴
転
運
鋳
銭
等
使
に
任
じ
ら
れ
た
第
五
埼
は
、
諸
道
転
記
使
の

肩
書
き
を
持
ち
な
が
ら
、
実
際
上
、
河
南
か
ら
江
准
に
い
た
る
転
運
に
は
園
与

で
き
な
く
な
っ
た
ら
し
く
、
こ
こ
に
度
支
使
と
転
運
棒
と
が
分
離
し
始
め
た
。

翌
永
泰
元
年
正
月
に
は
、
第
五
蕩
は
判
度
支
の
ま
ま
京
畿
・
関
内
∵
河
東
・
償

還
・
山
南
西
道
鋳
銭
転
運
塩
鉄
等
使
と
な
り
、
劉
曇
が
衷
都
・
濫
南
・
漸
江
三

遠
・
引
照
・
山
爾
浜
道
転
運
塩
鉄
鋳
銭
等
使
と
な
っ
て
、
全
国
の
財
賦
を
酉
北

開
と
東
爾
部
に
ほ
ぼ
二
分
し
て
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
三
月
に
は
第
鷲
埼

の
上
奏
に
よ
っ
て
、
概
ね
地
方
の
塩
鉄
使
を
兼
ね
て
い
た
租
膳
使
が
廃
止
さ
れ

て
、
こ
こ
に
度
支
点
に
よ
る
西
北
部
の
畳
数
行
政
へ
の
関
与
が
始
ま
る
（
古
賀

氏
・
継
代
井
塩
孜
）
。
こ
れ
は
転
運
使
の
権
力
増
大
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
翌
永
泰
二
年
正
月
に
は
、
天
下
の
財
賦
は
度
支
使
と
転
運

使
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
地
域
酌
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
旧
庸
霞
巻
一

一
、
赫
騰
警
巻
五
一
）
。
そ
し
て
塩
鉄
使
は
両
者
の
管
轄
内
に
入
る
こ
と
に
な
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つ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
二
分
状
態
は
代
宗
朝
（
～
七
七
九
）
の
間
ず
．
つ

と
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
み
。

　
次
に
立
つ
た
徳
宗
は
、
建
中
元
年
（
七
八
○
）
正
月
に
楊
炎
の
建
議
に
し
た

が
っ
て
両
税
法
を
施
行
す
る
。
こ
の
両
税
法
の
開
始
は
、
塩
の
専
売
と
と
も
に

こ
れ
か
ら
後
の
中
国
社
会
の
鮒
政
を
支
え
る
二
大
支
柱
と
な
る
が
、
薄
端
臨
が

宇
文
融
の
括
戸
と
比
較
し
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
文
献
通
考
巻
三
）
、
祖
宗

の
法
た
る
秘
庸
調
法
を
変
え
は
し
た
が
、
時
宜
に
か
な
っ
た
政
策
で
あ
っ
た
が

故
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
所
が
、
こ
の
楊
炎
は
使
職
こ
と
に
財
政
筆
使
に
対

し
て
反
対
の
立
場
を
と
り
、
急
難
の
尚
書
省
の
姿
に
復
帰
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を

上
奏
し
て
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
旧
癖
巻
一
二
・
親
中
元
年
戴
冠
甲
午
、

濫
鑑
巻
二
二
六
）
。
し
か
し
、
資
治
通
解
（
巻
二
二
六
・
建
中
元
年
三
月
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
楊
炎
罷
度
胆
転
運
使
。
命
金
面
倉
部
代
之
。
既
而
省
職
久
廃
。
耳
臼
不
相
接
。

　
莫
能
振
挙
。
天
下
銭
穀
。
無
所
総
領
。
癸
巳
。
…
…
突
如
旧
制
。

と
あ
る
よ
う
に
失
敗
に
終
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を
旧
唐
書
（
巻
一
二
）
徳

宗
本
紀
に
は
、

　
一
如
劉
曇
・
韓
滉
之
則
。
蓋
楊
炎
之
排
煙
也
。

と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
揚
炎
の
政
策
は
大
暦
五
年
（
七
七
〇
）
に
迄

遡
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
革
新
の
意
に
も
え
る
代
宗
が
、
　
兀
載
の
献
策
に
よ
り
、
当
時
権
勢
を
誇
っ
た

宙
官
の
魚
朝
愚
を
重
し
、
そ
の
勢
い
で
財
政
権
を
宰
相
の
手
に
萩
め
よ
う
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
む

て
、
こ
の
と
ぎ
魚
朝
恩
の
一
党
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
戸
部
侍
郎
照
度
支
第

五
碕
を
左
遷
し
て
、
西
北
部
の
、
と
く
に
塩
利
を
宰
相
の
手
に
収
め
た
（
繰
下

書
巻
一
一
・
大
暦
五
年
）
。
そ
し
て
今
、
元
載
と
親
交
の
あ
っ
た
楊
炎
が
宰
相

と
な
る
や
、
康
爾
部
の
財
利
を
も
自
ら
の
手
に
収
め
ん
と
し
て
こ
の
挙
に
出
た

の
で
あ
る
。
徳
宗
と
と
も
に
中
央
集
権
の
実
を
あ
げ
よ
う
と
し
た
煙
炎
が
何
故

に
劉
曇
の
握
っ
て
い
た
使
職
を
廃
止
し
た
の
か
。
単
に
劉
曇
を
除
く
だ
け
が
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
大
暦
の
末
年
の
江
潅
に
お
け
る
耳
利
が

六
百
余
無
恥
で
国
家
財
政
の
半
ば
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
注
麟
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
即
ち
、
安
史
の
乱
を
収
拾
す
る
財
源
を
得
よ
う
と
ま
ず
江
灘
で
始
め

た
塩
の
専
売
の
た
め
に
設
け
た
撃
鉄
使
が
、
後
に
平
冠
使
と
結
び
つ
い
て
強
大

な
存
在
に
な
り
、
中
央
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
（
二
会
要
巻
八

三
・
租
税
上
・
建
中
元
年
八
月
の
条
）
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
東
南
の
財
政
権
を

中
央
と
一
本
化
す
る
こ
と
は
楊
炎
の
理
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
失
敗
に

終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
楊
炎
の
試
み
が
失
敗

し
た
後
、
藩
鎮
の
反
乱
が
お
こ
り
、
徳
宗
が
奉
天
に
逃
れ
た
り
す
る
が
、
貞
元

二
年
（
七
八
六
）
」
に
、
宰
栂
羅
造
に
よ
り
ふ
た
た
び
財
政
諸
使
の
廃
止
が
断
行

さ
れ
る
。
し
か
し
当
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
崔
造
改
銭
穀
法
。
事
多
不
集
。
諸
使
之
職
。
行
電
通
久
。
中
外
安
之
（
資
治

　
通
鑑
熱
源
三
二
・
頁
元
二
年
）
。

と
い
っ
た
状
態
だ
つ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
も
失
敗
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
必
要
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に
遣
ら
れ
て
設
置
さ
れ
た
こ
れ
ら
財
政
諸
使
は
、
そ
の
故
に
臨
時
の
制
で
あ
り

な
が
ら
強
靱
で
恒
久
化
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
降
に
、
夢
中
末
期
の
政
治

に
お
い
て
牛
李
の
争
い
で
代
表
さ
れ
る
朋
党
の
問
題
が
、
こ
の
晦
期
の
財
政
諸

使
の
廃
止
問
題
に
関
し
て
も
、
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
聴
し
な

　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宋
い
こ
の
財
政
は
土
地
に
課
す
る
両
税
と
、
商
品
に
対
す

る
愚
説
（
塩
利
を
含
む
）
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
が
、
国
家
の
財
政
は
旧
来
通

り
租
税
の
収
入
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
両
税
法
の
開
始
に
努
力
し
た
楊
炎

ら
が
、
新
し
い
塩
の
専
売
益
金
を
確
保
し
て
国
家
財
政
を
潤
お
わ
そ
う
と
す
る

劉
曇
ら
の
財
政
諸
使
に
反
対
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
失
敗
に
終
っ
た
の
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
貞
元
二
年
に
度
支
使
と
塩
当
選
運
使
を
韓
滉
一
人
が
兼
任
し
、
蜜
参
が
そ
れ

を
引
き
つ
い
で
両
者
が
一
本
化
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ
た
が
、
同
八
年
四
月
に
は

張
湧
と
二
葉
の
二
人
に
よ
り
、
再
び
地
域
的
に
分
掌
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
年
に
は
張
湧
に
よ
っ
て
茶
税
が
始
め
ら
れ
、
唐
会
要
（
巻
八
三
・
転
運
開
鉄

筆
序
）
に
、

　
麟
後
装
延
齢
専
調
度
支
。
垂
心
鉄
益
殊
塗
輿
理
爽
。

と
い
う
よ
う
に
、
度
支
使
と
、
転
虐
使
に
結
び
つ
い
た
塩
鉄
使
と
は
康
西
に
別

れ
て
益
々
別
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
に

は
誰
誰
が
塩
鉄
使
を
兼
ね
る
よ
う
な
こ
と
も
始
ま
り
、
同
十
年
に
は
王
緯
が
甲

鉄
使
と
な
っ
て
京
口
に
治
し
、
顧
宗
が
即
位
す
る
や
杜
佑
が
旗
鉄
器
急
使
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
揚
州
に
治
し
た
り
し
て
、
地
域
的
な
度
支
使
と
の
分
掌
は
黄
巣
の
乱
ご
ろ
ま

で
続
く
の
で
あ
る
。

　
徳
宗
朝
ご
ろ
か
ら
藩
鎮
の
思
慮
が
は
げ
し
く
な
り
、
東
南
か
ら
の
漕
運
は
魍

難
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
順
良
・
憲
宗
の
唐
室
中
興
の
努
力
（
頴
宗
実
録
返

血
・
貞
元
二
十
一
年
二
月
）
、
と
く
に
塩
鉄
転
運
使
李
巽
に
よ
る
警
部
の
増
大

の
甲
斐
も
な
く
、
黄
塵
の
概
の
終
っ
た
僖
宗
の
光
啓
年
聞
（
八
八
五
～
八
八
八
）

に
は
、
中
央
の
威
令
の
及
ぶ
地
方
は
僅
か
に
河
西
・
山
南
・
剣
南
・
嶺
南
繭
道

の
数
字
に
す
ぎ
な
い
状
態
と
な
っ
て
（
直
会
要
巻
八
七
）
、
転
運
使
が
江
潅
地

方
の
漕
運
を
掌
り
え
な
く
な
り
、
　
こ
れ
が
発
運
使
設
置
の
主
因
と
も
な
っ
た

（
省
山
氏
・
前
掲
論
交
）
。
そ
の
う
え
蒲
州
の
両
池
も
河
中
節
度
使
王
重
栄
の
手

に
帰
し
た
。
一
方
、
李
巽
の
努
力
に
よ
り
、
元
和
三
年
い
ご
翼
突
使
の
管
轄
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
る
東
爾
地
方
の
撫
収
入
の
純
利
益
は
す
べ
て
恨
事
に
帰
す
る
こ
と
に
な
り
、

藩
鎮
に
よ
っ
て
塩
鉄
脚
運
使
を
兼
領
さ
れ
て
も
、
悪
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
比

較
的
少
く
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
唐
朝
の
威
令
の
及
ぶ
範
闘
が
減
少
す
る
と
、
も
は
や
度
支
使
と

塩
鉄
転
運
使
と
が
地
域
的
に
分
領
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
可
能
・
不
必
要
と

な
り
、
財
政
組
織
を
一
本
化
す
る
動
き
が
で
て
き
た
。
文
献
上
、
戸
部
・
度
支
・

塩
鉄
を
三
司
と
呼
ぶ
最
初
の
も
の
は
、
既
に
銭
大
義
が
指
摘
し
た
如
く
（
骨
二

思
考
異
母
五
八
）
、
元
和
七
年
の
、
飛
銭
に
つ
い
て
の
べ
た
王
難
の
上
奏
文
に

み
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
三
司
と
し
て
意
識
さ
れ
、
膜
々
用
い
ら
れ
る
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よ
う
に
な
る
の
は
黄
巣
の
乱
ご
ろ
か
ら
で
あ
り
、
天
復
元
年
（
九
ハ
ソ
一
）
齢
は

僅
か
の
期
間
、
盧
光
啓
が
判
三
司
と
な
り
、
天
祐
三
年
（
九
〇
六
）
に
は
黄
巣

の
反
乱
を
鎮
め
、
竃
官
の
勢
力
を
破
滅
さ
せ
た
朱
全
話
が
三
司
使
に
任
ぜ
ら
れ

た
が
、
受
け
な
い
ま
ま
に
唐
朝
を
滅
ぼ
し
て
後
梁
を
建
国
し
た
。
黄
巣
の
乱
を

契
機
に
ょ
う
や
く
塩
煙
・
論
証
・
芦
部
が
一
本
化
さ
れ
ん
と
し
た
時
は
唐
朝
の

滅
び
る
時
で
あ
っ
た
。

六
　
五
代
に
お
け
る
三
罰
使
の
成
立

　
沐
州
宣
武
軍
の
節
度
使
で
あ
っ
た
朱
全
治
は
唐
を
唱
う
と
、
そ
の
ま
ま
運
河

と
黄
河
の
倉
流
点
と
し
て
交
通
の
便
に
め
ぐ
ま
れ
た
淳
州
を
田
都
と
し
た
。
こ

の
後
軍
は
五
代
十
国
の
名
の
示
す
と
お
り
華
北
の
一
部
を
領
土
と
す
る
の
み
な

ら
ず
、
と
く
に
太
原
に
拠
っ
た
李
克
用
と
の
関
係
か
ら
も
全
く
戦
時
体
制
で
あ

っ
た
。
こ
の
黄
巣
の
旧
部
下
を
擁
し
た
後
梁
の
太
組
朱
金
言
の
財
政
を
撞
当
し

た
の
は
、
唐
末
よ
り
よ
う
や
く
統
合
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
塩
鉄
・
戸
部
・
度
支
の

三
司
で
は
な
く
、
管
粥
男
瓦
で
あ
り
、
博
雄
心
友
文
が
こ
れ
に
任
ぜ
ら
れ
た

（
旧
五
代
史
巻
三
、
五
代
蝦
蟹
巻
二
四
）
。
朱
琉
が
太
祖
を
殺
す
る
や
、
建
贔

宮
使
は
廃
さ
れ
て
国
難
使
が
財
政
を
統
べ
る
よ
う
に
な
り
、
次
の
世
帯
の
時
に

な
る
と
租
庸
使
が
お
か
れ
て
財
政
を
担
当
し
た
。
五
代
史
記
に
、

　
（
聡
）
瀬
瀬
已
後
。
天
下
喪
乱
。
麟
規
愈
空
。
始
置
場
瀟
使
。
用
兵
無
常
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
随
時
調
滋
。
兵
罷
則
止
。
梁
興
轡
型
租
庸
使
。
領
天
下
銭
穀
。
廃
塩
鉄
戸
部

　
度
支
之
官
（
巻
二
六
・
張
延
朗
俵
）
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
．
る
が
、
塩
鉄
戸
部
度
毎
の
宮
が
総
さ
れ
た
と
い
う
の
は

誤
り
で
あ
る
。
既
に
の
べ
た
如
く
、
租
庸
使
は
字
文
意
の
括
戸
の
際
に
現
れ
、

安
史
の
乱
に
際
し
て
は
第
五
．
碕
が
江
灘
租
浦
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
財
政
を
担
漁
し
、

唐
末
黄
巣
の
不
乱
の
中
か
ら
再
び
登
場
し
た
も
の
を
、
後
学
は
こ
の
軍
事
体
湖

下
に
、
財
致
の
中
心
に
坐
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　
後
梁
を
鋼
し
て
後
唐
王
朝
を
建
て
た
（
九
二
三
）
三
三
三
三
口
置
は
、
総
て
に

お
い
て
唐
へ
の
復
帰
を
意
麟
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
梁
の
糊
を
踏
襲
し
て

租
鵜
使
を
醗
き
、
そ
の
外
に
、
鍔
十
一
月
に
は
内
高
使
を
お
い
て
三
司
の
財
賦

を
勾
覆
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
州
県
か
ら
の
供
帳
が
わ
ず
ら
わ
し
く
な
っ
た
（
購

府
元
亀
巻
六
六
五
・
九
五
二
、
置
代
会
要
巻
一
六
）
。
翌
同
光
二
年
（
九
二
四
）

正
月
に
は
、
撃
鉄
度
支
戸
部
の
三
司
は
と
も
に
租
庸
使
に
隷
属
す
る
こ
と
に
な

り
（
資
治
逓
堅
巻
二
七
三
、
旧
五
代
史
巻
三
一
）
、
・
胡
三
省
が
、
「
租
国
使
之
権

　
　
　
　
　
ゆ

愈
無
糖
」
と
註
す
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
も
、
三
司

復
帰
へ
の
動
き
が
全
然
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（
旧
五
代
史
巻
三
｛
・
崖
端

二
年
㌶
月
の
条
、
五
代
会
館
巻
二
糊
に
の
せ
る
響
町
の
上
奏
）
。
所
が
、
同
光

四
年
に
河
北
で
謀
反
し
た
李
話
芸
が
論
宗
を
倒
し
て
後
詰
の
明
宗
と
な
る
が
、

即
位
の
直
前
に
、
租
霜
使
孔
謙
の
専
横
を
悪
み
、
彼
が
怨
み
を
民
衆
に
轍
め
た

と
し
て
全
責
任
を
な
す
り
つ
け
て
血
祭
り
に
あ
げ
、
租
蒲
使
の
名
額
を
や
め
て
、

宰
相
の
一
人
を
判
三
司
と
し
、
同
時
に
内
野
司
を
廃
止
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
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こ
に
ふ
た
た
び
塩
鉄
・
戸
部
・
度
支
が
雀
司
と
し
て
財
政
の
中
心
に
坐
す
る
こ

と
に
な
っ
た
（
資
治
通
鑑
巻
二
七
五
・
天
成
元
年
四
月
庚
子
）
。
注
冒
す
べ
き
は
、

こ
こ
に
登
場
し
た
三
司
は
、
唐
の
三
三
い
こ
の
塩
鉄
・
度
支
が
地
域
的
な
分
掌

で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
っ
て
、
名
称
通
り
の
職
務
内
容
に
よ
る
分
掌
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
塩
鉄
使
・
三
三
使
成
立
当
初
の
姿
に
近
い
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
唐
末
に
地
域
が
減
少
し
、
後
梁
で
建
贔
三
三
・
報
庸
使
が
禺
、
し

か
も
三
光
二
年
に
租
三
無
が
塩
鉄
・
戸
部
・
度
支
を
一
旦
吸
収
し
た
．
」
と
が
契

機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
て
四
年
後
の
明
宗
二
三
元
年
に
は
、
張
延
朗

　
　
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

が
始
め
て
三
司
使
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
旧
五
代
史
巻
四

一
、
　
五
代
史
記
巻
二
山
ハ
）
。

　
唐
末
に
成
立
せ
ん
か
に
み
え
つ
つ
、
後
梁
で
一
歩
後
退
し
た
三
司
使
の
成
立

が
、
五
代
に
お
い
て
後
周
の
世
宗
と
と
も
に
君
主
権
力
の
集
権
化
を
図
っ
た
点

で
掛
図
さ
れ
る
後
鷹
の
明
哲
に
よ
り
、
こ
こ
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
後
置
と
後
庸
と
の
間
に
経
済
政
策
の
面
で
、
田
租
依
存
よ
り
，
商
業

に
よ
る
税
入
依
存
へ
と
移
行
し
た
と
い
・
）
こ
と
（
吉
田
寅
氏
・
「
五
代
に
お
け
る

経
済
政
策
の
推
移
し
・
『
東
洋
史
学
論
集
』
）
、
こ
の
時
期
に
軍
閥
資
本
家
が
晋
陽

を
中
心
に
拾
頭
す
る
と
い
う
こ
と
（
富
崎
衛
定
氏
・
「
五
代
史
上
の
軍
閥
資
本

家
」
・
『
入
文
科
学
』
ニ
ノ
四
）
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
言
、
凡

る
。
こ
の
三
司
使
は
後
影
・
後
漢
・
後
周
と
受
け
つ
が
れ
整
傭
さ
れ
つ
つ
三
代

に
い
「
た
る
の
で
あ
る
。

七
　
宋
代
の
三
司
使

　
近
衛
兵
に
推
さ
れ
て
即
位
し
た
宋
の
太
祖
は
五
代
の
弊
に
こ
り
て
、
近
衛
軍

の
組
織
の
改
変
と
節
度
使
の
実
権
削
三
等
を
行
な
い
中
央
集
権
に
努
め
（
続
資

治
通
鑑
長
編
巻
六
・
乾
徳
三
年
三
月
）
、
複
数
統
治
形
態
と
い
う
高
度
な
方
法

を
粥
い
、
ま
た
民
政
・
軍
政
・
財
政
を
分
離
さ
せ
て
天
子
備
人
に
よ
っ
て
の
み

総
回
し
う
る
よ
う
に
し
た
。
宋
の
財
政
制
度
は
多
く
唐
に
よ
っ
て
い
た
が
（
宋

史
巻
一
七
九
・
食
貨
志
会
計
）
、
三
司
使
に
関
し
て
は
、
後
唐
の
刷
を
．
〉
け
つ

ぎ
（
群
嘗
考
索
後
集
巻
五
四
・
財
賦
総
論
）
、
太
祖
の
即
位
直
後
か
ら
お
か
れ

て
い
た
（
職
官
分
紀
巻
一
三
・
薫
司
使
）
。
玉
海
（
巻
一
八
六
・
食
貨
理
財
）

に
は

　
国
初
三
三
唐
制
。
一
戸
絡
為
三
司
使
。
凡
二
十
四
案
。
京
島
常
識
。

と
あ
る
が
、
最
初
か
ら
そ
の
二
十
四
案
が
塩
鉄
．
・
戸
部
・
度
支
の
三
司
に
均
分

さ
れ
整
っ
て
い
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
謡
扇
要
輯
稿
食
貨
五
六
に

　
暇
廻
例
。
塩
瀞
獣
六
一
。
　
度
轟
文
ふ
1
國
爾
引
分
押
弱
。
　
一
μ
部
四
案
。
　
乾
徳
五
年
。
度
由
文
…
判

　
宮
侯
防
言
其
不
均
。
始
令
三
部
身
分
領
八
雲
焉
（
長
編
巻
八
．
乾
徳
五
年
十

　
月
の
条
を
参
照
）
。

と
い
う
こ
と
か
ら
分
る
が
、
同
時
に
こ
れ
は
、
塊
鉄
・
度
支
・
戸
部
が
後
唐
か
ら

こ
れ
ま
で
は
職
務
内
容
で
分
掌
さ
れ
て
お
り
、
度
支
が
き
わ
め
て
需
要
で
あ
っ

随
の
が
・
こ
乏
奪
て
三
豪
犠
錦
災
峯
つ
議
す
き
・
に
な
り
、

エ39　　（623）



　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

既
に
三
司
と
い
う
も
の
の
、
完
全
に
一
つ
の
機
構
と
な
っ
た
こ
と
を
万
歳
す
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
警
醒
の
三
司
使
は
参
看
政
纂
（
認
宰
桐
）
に
つ
ぐ
重

要
な
役
目
と
し
て
計
相
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
家
史
巻
工
ハ
ニ
・
職
官
志
・

三
司
使
）
。
こ
れ
以
後
、
と
く
に
太
宗
に
よ
っ
て
三
司
使
の
糊
度
に
色
々
手
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

加
え
ら
れ
た
り
も
す
る
が
、
こ
の
三
遍
使
の
名
称
・
機
構
は
そ
の
ま
ま
神
璽
朝

ま
で
続
く
の
で
あ
る
。

　
宋
初
、
三
司
使
に
属
す
る
一
般
会
計
の
銭
物
は
左
回
庫
に
入
れ
ら
れ
、
別
に

帝
室
財
政
が
あ
っ
た
が
、
宰
相
は
こ
れ
ら
の
財
政
に
は
何
ら
関
与
で
き
な
か
っ

た
（
曾
我
部
静
雄
氏
・
門
，
宋
代
財
政
製
し
七
買
以
下
）
。
そ
の
た
め
昆
政
・
軍

政
・
財
政
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
弊
害
が
生
じ
、
宰
綴
が
財
政
に
関
与
す
べ
き
で

あ
る
と
の
適
才
も
田
て
（
群
書
考
索
後
集
巻
五
四
な
ど
に
の
せ
る
至
中
中
の
苑

鎮
の
上
疏
、
長
野
巻
一
九
六
に
の
せ
る
嘉
祐
七
年
の
鋼
馬
光
の
上
嚢
）
、
そ
れ

が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
が
神
宗
時
代
の
仁
安
石
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
城
崎
、
州
の
地
方
財
政
と
し
て
は
僅
か
に
常
平
倉
だ
け
が
あ
り
、
し
か
も
三

司
の
監
督
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
王
安
石
が
こ
れ
を
資
本
と
し
て
青
苗
法

を
始
め
る
と
、
臭
墨
の
流
川
を
防
ぐ
た
め
に
別
の
系
統
を
作
り
、
提
挙
常
平
倉

事
を
お
い
て
転
塔
司
と
対
立
し
て
青
蕾
法
を
監
督
さ
せ
、
中
央
の
司
農
寺
の
統

轄
下
に
い
れ
た
。
ま
た
万
法
を
改
正
し
て
募
役
法
を
始
め
、
こ
れ
か
ら
得
た
免

役
銭
等
も
地
方
税
と
し
て
提
挙
常
平
一
司
農
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
に
し
た

（
宮
崎
市
定
氏
・
「
朱
代
州
県
制
度
の
由
来
と
そ
の
特
色
」
　
・
研
、
史
林
」
三
六

ノ
ニ
）
。
こ
こ
に
地
方
財
政
の
確
立
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
女
振
に
、
三

司
の
権
が
始
め
て
分
れ
た
の
で
あ
る
（
文
献
通
蛭
巻
五
二
・
戸
部
尚
書
）
。
元

豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
の
官
制
改
革
で
三
司
使
が
廃
さ
れ
、
唐
制
の
戸
部
の
復

濡
が
行
な
わ
れ
て
、
こ
れ
以
後
、
戸
部
尚
書
に
属
す
る
も
の
（
戸
部
左
様
・
三

朝
司
の
財
）
と
宰
相
に
属
す
る
も
の
（
戸
部
右
曹
・
常
平
司
の
財
）
の
二
つ
に

分
れ
、
こ
こ
に
三
司
使
は
完
全
に
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

八
三
三
口
成
立
の
意
義

　
財
政
颪
に
お
け
る
唐
朝
の
苦
悩
と
そ
れ
の
克
服
と
は
、
開
元
十
一
年
（
七
一
　

三
）
の
宇
文
融
の
括
戸
か
ら
、
建
中
元
年
（
七
八
○
）
の
両
税
法
の
施
行
の
期

間
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
財
政
家
が
ク
腿
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
の
も
こ
の
時
が
も
っ
と
も
甚
だ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
に

成
立
し
た
専
売
法
と
両
税
法
の
成
立
に
、
財
政
諸
使
と
く
に
後
に
三
司
を
形
成

す
る
度
支
使
・
塩
鉄
柱
が
深
い
関
係
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は
、
上
に
の
べ
た
通

り
で
あ
る
。

　
盛
代
に
お
け
る
三
司
使
は
…
馬
槽
の
官
制
改
革
に
い
た
る
ま
で
、
下
路
に
お
け

る
転
運
使
と
相
対
応
し
て
、
中
央
財
政
を
全
く
統
轄
し
て
い
た
。
一
方
、
唐
車

に
お
い
て
は
戸
部
尚
書
が
そ
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
だ
か
ら
唐
の
戸
部
が
栄

の
三
司
に
転
化
し
た
と
い
え
る
。
所
が
、
決
し
て
一
度
の
官
制
改
革
で
両
者
が

交
替
し
た
の
で
な
い
こ
と
は
既
に
の
べ
た
通
り
で
あ
り
、
殊
に
地
域
的
な
考
慮

140　（624）



三覇使の成立について（礪汲）

が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
分
る
。
ま
し
て
光
豊
い
ご
名
雲
上
は
唐
制
に
復

帰
は
し
て
も
、
実
質
は
全
く
別
物
で
あ
る
。
旧
落
書
（
巻
四
八
）
食
貨
志
は
制

度
の
良
否
を
問
題
と
せ
ず
、
使
職
に
就
く
人
を
得
る
か
ど
う
か
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
財
政
使
職
が
既
成
の
財
政
機
関
の
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

な
ぜ
出
現
し
て
ぎ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
は
き
わ
め
て
大
受
な
点
で
あ
る
。

安
史
の
乱
の
勃
発
に
際
し
、
そ
の
収
拾
策
と
し
て
設
澱
し
た
度
支
使
・
塩
煮
使

は
、
既
成
の
財
政
機
關
を
頼
ら
な
い
で
財
政
の
全
権
を
ゆ
だ
ね
る
形
を
と
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
い
く
た

の
変
遷
は
あ
っ
て
も
一
人
目
い

し
二
人
の
上
に
財
務
行
政
を
集

中
さ
せ
て
急
場
を
ぎ
り
抜
け
た

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ

財
政
撞
当
者
が
こ
の
隣
期
に
と

く
に
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
司
使
の
成
立
ま
で
の
制
度
酌

な
過
程
は
す
で
に
詳
し
く
述
べ

た
の
で
繰
り
返
す
こ
と
は
止
め
、

こ
こ
で
は
人
に
焦
点
を
合
せ
て

み
よ
う
。
唐
鍬
に
塩
鉄
使
・
度

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

支
使
お
よ
び
戸
部
尚
書
に
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

た
五
代
・
宋
代
に
三
司
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
々
の
家
柄
（
郡
難
の
家
柄
か
否

か
）
在
嘗
の
状
讐
塞
卑
か
禁
）
を
一
覧
表
に
あ
ら
わ
し
て
み
る
幅

唐
・
五
代
・
宋
の
三
時
代
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ

る
。　

爾
北
朝
か
ら
つ
づ
い
た
貴
族
綱
は
安
史
の
乱
を
契
機
と
し
て
崩
壊
す
る
と
い

わ
れ
る
が
、
難
語
に
お
い
て
戸
部
尚
書
・
度
支
使
・
尺
鉄
使
に
な
っ
た
人
は
、

唐
が
滅
び
る
ま
で
、
　
「
五
分
の
三
」
な
い
し
「
三
分
の
二
」
程
度
が
い
わ
ゆ
る

（1）　三代の戸部尚書

仕官の状態柄家

不明蔭
．
経
の

明
そ
他

士
挙
士

…
進
及
進

・鴫山州

！154323

74411025

821　O212

．
墨
田

年代代時

60

618
　
？

755

初唐

　　e

安史の乱

4402230

4II　11319

2i　50411

60

756

　
z

875

安史の乱

　　　e

黄巣の乱

0Oi　1910

1Ol　O1
．
2

511　Ol　O6

18

875

　
1

906

黄巣の乱

　　2

糖　　末

（2）　二代の度：支使

仕宮の状態柄家

山明目

37

進土明経
及挙その
進＝ヒ1他

231　3

鴫￥軸

36

71　41　41　318

8181　71　21　1

試
・

年代代時

72

756
　
？

875

安史の乱

　　z

黄巣の乱

061　Ol　1烈
03］　Ol　O引

121　51 O［　OI　7

22

875

　
？

906

窒崔≧疑の養し

　　　　t

宋唐

a41　（625）



（3）二代の二二便

仕官の状態柄家

不明

2

蔭
　
6

経
の
　
4

閉
撞
他
隠

　
　
1
0

進
山
瞳

纒劇不。
　　　iiLi

．
2
2

325919

7017ユ5

響
狸

56

年代代時

758
　
？

875

安史の乱

　　　？

黄巣の舌L

010910

O［　O01喉
Ol　Ol　371　4

18

875
　
？

906

宝蔓主褻の酋し

　　　2

唐　　末

（4）五代の租庸使・三四二

1“1．’gl家柄｝仕
仕官の状態

劇不明南開
（
外
戚
）

蔭
経
の
明
そ
他

士
間
土

進
及
進
、

君子i不・

Ol　O1oi　o0喉
O030003

ぱ
一

年代代使
名

201o］ o03

7

907
　
？

926

後梁の初

　・？

後唐荘宗

租
庸
使

建
長
宮
使
・

O
　
　
r
D

1
　
　
0

！oi　oO2

510011

Ol　629］　1［　Ol　O

22

926

　
2

960

後唐明宗

　　e

守麦周の済ミ

（
判
三
司
）

三
司
使

（5）二代の三司使
“丙1

、訳i
家閲 ｿi 仕上の状態

不明

0

吏
絹
　
1

得
及
三
軍
　
0

…
房
一蔭
　
0

漸不・｝瀞
3 1／　2F　o

711’12Ll　15．121．E

・いい．i…至⊥．と．．．・

・い1・回・t．・
24　1　2　1　o　l　i　l　o　i　e

！2

15

耐
㌶
．

年代代時

30

960

　
？

997

祖
　

宗

　
～
太
　

太

∴
・
3

…
2
7

η
’
…

02［　II　130 23

64

997

　？

1082

比・
ンjく

？

フ」く

真
　

神

142　（626＞

「
郡
望
」
の
家
柄
の
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
安
史
の
乱
を
契
機
に
減
少
せ
ず
、

か
え
っ
て
増
加
さ
え
し
て
い
る
。
一
方
で
か
れ
ら
の
仕
官
の
様
子
を
み
る
と
、

三
者
と
も
と
く
に
憲
宗
朝
（
八
〇
五
～
八
二
〇
）
い
ご
は
殆
ん
ど
科
挙
含
格
者
、

殊
に
進
士
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
所
が
五
代
に
な
る
と
様
子
は
全
《
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

変
ず
る
。
郡
無
の
家
柄
の
者
は
例
外
的
で
、
科
挙
合
格
者
は
皆
無
で
あ
菊
と
言

え
、
、
牙
軍
出
身
こ
と
に
孔
二
形
を
経
歴
し
た
者
が
回
立
つ
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
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宋
代
に
な
る
と
、
初
期
の
太
祖
・
太
宗
の
頃
は
未
だ
し
も
、
そ
れ
以
後
は
全
く

進
士
合
格
春
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
郡
望
の
家
柄
の
者
は
殆
ん
ど
い

な
い
。
制
度
の
颪
の
み
を
眺
め
て
い
て
は
余
り
分
ら
ぬ
時
代
の
動
き
が
、
こ
う

し
て
三
司
使
（
前
身
を
奮
め
て
）
に
な
っ
た
人
に
焦
点
を
合
す
と
き
わ
め
て
明

瞭
に
な
る
。

　
鷹
中
期
い
ご
郡
望
の
家
柄
の
嚢
が
か
え
っ
て
増
え
る
現
象
は
何
を
意
味
す
る

の
か
。
こ
れ
こ
そ
南
北
朝
以
来
の
門
閥
貴
族
に
替
る
唐
宵
宮
僚
貴
族
の
急
激
な

進
出
で
あ
り
、
科
挙
制
と
の
結
び
つ
き
が
結
実
し
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

所
が
、
五
代
の
分
裂
は
唐
末
ま
で
つ
づ
い
た
貴
族
鋼
を
も
の
の
見
事
に
没
落
さ

せ
、
ま
さ
に
武
人
割
拠
の
時
代
と
な
っ
た
。
南
北
朝
以
来
の
貴
族
糊
の
没
落
は
、

こ
の
よ
う
に
二
段
階
に
渉
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宋
代
に
お

い
て
郡
望
の
家
栖
の
春
が
殆
ん
ど
い
な
い
こ
と
は
、
唐
以
前
の
貴
族
的
地
主
が

そ
の
ま
ま
宋
以
後
の
士
大
夫
的
地
主
に
推
移
変
質
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
五
代
と
い
う
時
代
は
、
こ
れ
ら
個
人
お
よ
び
制
度
の

両
薦
に
、
表
薦
的
に
は
断
絶
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
実
、
唐
と
宋
と
を
ス
ム
ー
ズ

に
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
塩
鉄
使
・
度
梨
園
に
雑
ぜ
ら
れ
た
人
と
戸
部
尚

書
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
と
の
間
に
貴
族
綱
の
観
点
か
ら
み
て
そ
う
差
は
な
さ
そ
う

だ
が
、
こ
こ
に
任
命
権
の
問
題
が
関
係
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
旧
来
の
制
で
は

宮
吏
の
進
退
は
照
応
で
司
り
、
輝
輝
こ
そ
は
貴
族
制
度
擁
護
の
牙
城
で
あ
っ
た
。

所
が
寺
外
の
官
た
る
使
職
の
任
命
権
は
天
子
に
あ
り
（
使
職
が
本
来
擦
官
に
由

来
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
）
、
臨
時
の
官
の
名
の

下
に
自
由
に
任
命
し
え
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
門
恩
寵
の
世
界
」
の
名
の
示
す

通
り
で
あ
っ
て
、
こ
の
塩
鉄
騎
・
度
支
使
の
場
合
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
（
た

と
え
ば
、
瞬
唐
書
巻
一
二
・
建
中
元
年
正
月
甲
午
の
詔
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
）
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
三
司
使
成
立
へ
の
道
は
、
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の

政
治
・
社
会
の
動
き
と
密
接
に
結
ば
れ
つ
つ
、
あ
く
ま
で
も
中
央
集
権
制
の
確

立
と
鴛
主
権
強
化
の
動
き
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

九
　
唐
詞
の
変
革
と
三
四

　
唐
初
の
諸
制
度
・
官
制
は
南
北
朝
の
伝
統
の
上
に
立
つ
律
令
制
の
下
で
き
わ

め
て
整
然
と
し
た
姿
を
烈
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
打
破
っ
て

唐
中
期
い
こ
か
く
も
多
く
の
使
職
が
出
現
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
使
職

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
急
激
に
慮
現
し
た
こ
と
は
、
穀
会
の
金
般
に
お

い
て
大
な
る
変
革
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
使
職

が
均
田
舗
・
府
兵
制
の
崩
壊
、
文
武
宮
灘
授
に
よ
る
財
政
の
膨
脹
等
の
社
会
的

変
革
に
対
応
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
擁
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

社
会
的
変
革
が
鋭
く
大
き
か
っ
た
と
は
言
え
、
旧
来
の
官
糊
を
単
に
拡
大
な
い

し
部
分
的
な
敬
造
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
し
対
応
す
る
こ
と
が
全
く
不
胃

能
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
使
職
禺
現
の
必
然
性
は
生
ま
れ

1－A．3　（627）



な
い
。
既
威
の
官
制
内
で
済
ま
す
か
薪
た
な
宮
職
を
設
け
る
か
の
選
択
権
が
難

敵
者
の
手
に
残
さ
れ
て
い
た
。
唐
朝
は
自
ら
に
も
っ
と
も
有
利
と
考
え
た
か
ら

こ
そ
後
考
を
選
び
、
覧
た
に
臨
時
の
使
職
を
多
数
設
け
て
新
事
態
に
そ
な
え
さ

せ
、
既
成
の
宮
制
と
並
立
さ
せ
な
が
ら
実
権
を
畳
職
の
方
に
与
え
た
の
に
梱
違

　
⑮
な
く
、
こ
こ
に
令
外
の
宮
た
る
無
職
の
登
場
が
行
な
わ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
の
卸

す
で
に
手
職
の
性
格
に
は
一
定
の
枠
が
は
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
何
故
に
唐
朝
は
こ
の
道
を
選
ん
だ
の
か
。
第
一
に
、
濫
官
等
の
た
め
に

膨
れ
上
っ
た
旧
来
の
嘗
制
は
整
然
と
し
て
い
る
よ
う
で
、
か
え
っ
て
形
式
化
し

煩
環
で
あ
っ
て
、
薪
事
態
に
そ
な
え
る
実
務
を
主
眼
と
す
る
と
、
小
数
の
人
聞

に
藥
中
的
に
権
限
を
ゆ
だ
ね
る
の
が
得
策
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
度

支
使
・
塩
鉄
使
成
立
の
際
に
み
た
第
五
埼
の
立
場
が
明
瞭
に
示
し
て
お
り
、
ま

た
揚
国
忠
が
四
十
余
使
を
も
兼
ね
た
こ
と
に
も
関
連
す
る
。
第
二
に
、
旧
来
の

官
制
内
で
勢
力
を
擁
す
る
門
閥
貴
族
層
へ
の
対
抗
策
と
し
て
新
た
に
使
職
を
設

　
　
　
　
　
⑲

け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
聖
職
の
内
で
寵
官
の
占
め
る
の
が
き
わ
め
て
多
い
と

い
う
こ
と
、
使
職
の
任
命
権
が
天
子
に
あ
っ
て
臨
時
の
官
の
名
の
下
に
自
由
に

任
命
し
え
た
こ
と
か
ら
も
分
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
に
輸
を
か
け
た
の
が
貴
族
周

内
部
の
矛
盾
で
あ
り
、
科
挙
制
と
も
結
び
つ
き
、
互
い
に
悶
と
な
り
果
と
な
っ

て
、
結
局
、
器
主
権
の
強
化
を
意
図
し
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
勿
論
こ

れ
ら
は
共
に
危
険
性
を
内
包
し
て
お
り
、
一
人
で
大
き
な
権
力
を
握
る
こ
と
に

な
れ
ば
今
ま
で
目
に
つ
か
な
か
っ
た
矛
盾
が
表
面
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
安
史

の
翫
を
惹
起
し
、
藻
…
鎮
の
蹴
魑
・
窺
官
の
専
横
を
許
し
、
つ
い
に
は
唐
朝
を
滅

亡
さ
せ
た
一
原
因
で
も
あ
る
。

　
所
で
、
体
制
外
の
存
在
た
る
避
寒
の
下
僚
は
ど
の
よ
う
に
し
て
任
じ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
判
官
以
下
の
下
僚
の
任
命
は
、
長
官
た
る
使
の
「
思
召
」
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
通
典
（
巻
一
八
・
選
挙
穴
・
雑
議
論
下
）

に
の
せ
る
礼
部
員
外
郎
沈
既
済
の
論
の
中
に
（
逓
鑑
巻
一
ご
蝋
六
で
は
、
大
瓶
十

四
年
八
月
に
繋
帰
し
て
い
る
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
今
諸
道
節
度
・
都
隅
練
・
観
察
・
租
籍
等
使
。
霞
判
官
副
将
以
下
。
皆
使
臼

　
む
　
　
む
　
　
　
　
タ
ト
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
母
胎
。
縦
其
聞
或
有
情
故
。
大
挙
其
例
。
甲
十
猶
七
企
。
則
躰
吏
之
法
見
曽
於

　
今
。
但
未
設
於
州
県
耳
。

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
桂
佑
も
指
摘
す
る
如
く
（
通
典
巻
一
八
・
羅
臼
）
、
竪

文
帝
に
よ
る
州
郡
の
辟
召
と
中
正
の
廃
止
こ
そ
は
、
貴
族
制
を
根
底
か
ら
揺
が

す
も
の
で
あ
っ
た
。
辟
召
捌
は
、
正
当
な
る
宮
飼
に
お
い
て
は
、
以
後
の
中
国

社
会
に
ふ
た
た
び
現
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
使
職
の

下
に
み
ら
れ
る
思
召
制
の
問
題
は
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
僻
心
制

の
復
活
は
、
体
制
外
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
所
に
遺
髪
す
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
当
初
は
こ
れ
で
も
っ
て
中
央
集
権
捌
へ
の
一
助
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
辟
召
制
そ
の
も
の
が
、
地
方
分
権
的
な
性
格
を
内
包

す
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
の
方
向
に
極
度
に
進
ん
だ
所
に
繊
現

し
た
の
が
聖
慮
体
制
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
使
職
は
あ
く
ま
で
も
過
渡
的
な
も
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竃司使の成立について（｛義波）

の
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
辞
召
制
に
し
て
も
そ
の
意
味
で
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
り
、

使
職
の
も
つ
二
重
性
格
の
内
の
地
方
分
権
酌
な
要
素
を
払
拭
し
た
宋
代
に
始
め

て
完
全
な
中
央
集
権
欄
が
確
立
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
体
制
外
の
存
在
で

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
た
堪
能
の
設
置
に
よ
っ
て
、
得
吏
の
重
要
性
が
増
［
し
（
旧
癒
君
巻
一
〇

六
・
楊
国
忠
伝
）
、
得
吏
の
数
が
激
増
し
た
こ
と
（
新
田
需
巻
こ
〇
三
・
重
要

副
俵
）
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
騰
落
の
中
央
政
府
は
三
省
を
中
核
と
し
、
む
し
ろ
貴
族
出
身
の
大
臣
に
よ
る

合
議
政
体
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
三
省
の
起
原
を
求
め
る
と
何
れ
も
君
主

権
強
化
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
天
子
の
私
酌
機
関
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
次

々
に
貴
族
群
の
共
有
物
に
公
瀾
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（
内
藤
蛇
吉
氏
∵
「
唐
の
三
省
扁
・
『
史
林
』
一
五
ノ
四
、
宮
崎
市
定
氏
・
『
東
洋
的

近
世
』
・
七
七
頁
～
八
一
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
前
例
と
比
較
す
る
と
き
、
等
等
の

．
出
現
が
社
会
的
な
変
革
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
た
君
主
権
の
強
化
・
中
央
集

権
欄
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
長
い
匿
で
み
る
と
、
ほ
ぼ

当
初
⑤
意
図
に
そ
っ
て
進
ん
だ
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
は
充
分
注
意
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。
横
書
が
も
つ
社
会
へ
の
影
響
力
も
無
視
で
き
な
い
が
、
や
は
り

こ
の
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
社
会
的
な
内
部
の
変
革
が
、
使
学
童
躍
の
意
図
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
ま
ま
実
現
さ
せ
る
程
す
る
ど
く
強
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
端
的
に
い
っ

て
生
産
力
の
増
大
で
あ
り
、
使
職
が
そ
れ
と
不
可
分
に
結
ば
れ
つ
つ
宋
以
後
の
、

新
し
い
法
会
を
作
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
齎
主
権
強
化

の
意
図
が
そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
、
唐
宋
の
変
革
の
特
色
と
限
界
を
も

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
小
論
を
終
え
る
が
、
本
稿
で
一
応
は
触
れ
た
が
未
だ
充
分
に
論
じ
て

い
な
い
、
唐
鍬
の
郡
望
の
家
柄
が
没
落
す
る
詳
細
な
過
程
や
、
当
代
の
辟
召
制

の
実
態
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

①
　
浜
口
氏
は
、
貞
観
六
年
の
内
外
文
武
高
等
官
が
通
典
（
巻
一
九
・
職
官

　
一
）
に
よ
り
六
百
五
十
員
未
満
で
あ
り
、
顕
慶
年
間
の
内
外
文
武
高
等
官

　
が
｝
万
ヨ
千
四
百
余
員
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
閾
に
二
十
倍
余
の
多
き
に
達

　
し
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
た

　
と
え
ば
鈴
太
～
俊
氏
も
「
唐
の
戸
長
と
青
萄
銭
と
の
開
係
に
就
’
い
て
」
に
お

　
い
て
、
　
こ
の
説
を
援
用
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
）
、
浜
口
氏
の
拠
ら
れ
た

　
通
典
の
本
文
に
は
、
　
「
貞
観
六
年
。
大
省
内
官
。
凡
交
武
定
員
六
百
四
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む

　
有
二
面
已
。
」
　
と
あ
り
、
　
こ
の
い
貝
繍
腋
六
年
の
数
は
内
官
【
だ
け
の
数
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
て
、
こ
れ
を
顕
慶
年
間
の
内
外
文
武
官
の
数
と
比
較
す
る
こ
と
は
無
理
で

　
あ
る
。
太
宗
年
闘
の
内
外
文
武
官
の
数
が
僅
か
穴
百
数
十
人
で
あ
る
筈
が

　
な
い
の
で
あ
っ
て
、
新
唐
書
（
巻
三
六
・
百
官
志
）
の
「
初
太
宗
省
内
外

　
官
。
定
男
望
七
百
三
十
員
。
」
と
語
論
（
巻
一
九
二
・
貞
観
元
年
）
の
「
上

　
謂
幽
玄
齢
田
。
官
在
得
人
。
不
在
員
多
。
命
玄
齢
併
省
。
留
文
武
総
六
百

　
四
十
三
貴
。
」
の
両
記
塞
は
拠
る
べ
き
で
な
く
、
通
典
（
巻
閥
○
・
職
官
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
二
）
に
の
せ
る
杜
佑
の
上
言
の
文
中
に
も
み
え
る
「
岡
家
貞
観
初
。
省
内

　
官
六
百
余
員
扁
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
ち
な
み
に
、
階
…
開
皇
中
の
内
外
文

武
官
の
数
は
一
二
五
七
六
員
（
内
訳
は
内
官
二
五
八
一
人
・
外
郡
県
窟
九

九
九
五
人
）
で
あ
り
、
唐
乾
元
二
十
五
年
に
は
一
八
八
〇
五
員
（
内
訳
は
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文
官
一
四
七
七
四
人
・
武
官
鴎
〇
三
一
入
で
あ
り
、
豊
た
内
官
二
六
二
〇

　
人
・
外
郡
上
官
一
六
一
八
五
人
）
で
あ
る
（
通
運
巻
㎝
九
・
三
九
・
四
〇
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
王
置
捨
の
疑
問
（
十
七
史
商
櫨
巻
八
七
・
中
数
各
処
不
同
）

　
も
氷
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

②
　
こ
の
意
味
で
、
庸
代
に
お
い
て
は
寛
官
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、

　
一
般
人
が
任
ぜ
ら
れ
、
宋
代
に
執
政
と
し
て
権
勢
を
振
っ
た
枢
密
使
の
変

　
遷
の
過
程
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
昌
「
判
」
と
は
、
高
官
が
下
級
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
を
指
す
。
以
下
に
見

　
え
る
判
戸
綿
・
判
度
支
も
、
戸
部
部
中
・
度
支
鄭
中
の
職
を
高
官
が
兼
ね

　
た
と
き
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

④
度
支
使
の
成
立
に
関
す
る
史
料
は
両
麟
書
・
事
典
・
唐
会
要
・
冊
府
元

　
亀
・
下
薬
に
散
見
す
る
が
、
互
い
に
写
字
は
錯
綜
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
度
編
文
使
成
立
の
時
期
を
は
っ
き
¢
り
さ
せ
な
い
こ
と
に
は
、
つ
ぎ
の
壌
鉄
使

　
の
成
立
の
蒔
期
や
塩
の
導
売
の
開
始
の
隠
期
・
状
態
も
分
ら
な
く
な
る
の

　
で
、
以
下
に
考
え
て
み
よ
う
。
通
鑑
に
よ
る
と
、
第
五
碕
が
至
徳
元
載
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
月
な
い
し
そ
の
直
後
に
「
自
判
等
五
道
度
支
使
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
が

　
度
練
薬
の
最
初
と
す
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
旧
唐
害
列
伝
（
巻
ご
　
三
）

　
は
年
月
以
外
は
こ
の
通
り
で
あ
る
が
、
新
藩
邸
列
伝
（
巻
一
四
九
）
は
「
河

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
南
等
五
道
支
度
使
」
と
な
っ
て
い
る
。
古
賀
登
氏
は
最
近
こ
の
間
題
を
と

　
り
上
げ
（
「
唐
代
井
塩
政
扁
、
『
史
観
』
五
三
）
、
新
史
書
列
伝
の
記
載
を
正

　
し
い
と
し
、
両
翼
潜
列
伝
の
後
文
に
み
え
る
「
湾
歯
並
支
度
…
使
」
こ
そ

　
先
の
使
を
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
に
中
央
官
た
る
度
支
索
が
地

　
方
に
あ
っ
た
筈
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
私
は

　
こ
れ
に
は
納
得
で
き
な
い
。
度
支
使
と
支
疲
使
と
は
全
然
別
綱
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
銭
大
駈
・
都
賀
斎
養
新
書
巻
一
〇
・
度

支
支
度
不
同
）
。
支
度
使
と
は
、
辺
軍
で
概
ね
節
度
使
の
下
で
一
軍
の
歳

計
を
司
っ
た
も
の
で
あ
る
　
（
唐
六
典
巻
一
二
・
β
唐
書
巻
四
一
二
）
。
そ
し

て
当
時
、
支
度
使
は
殆
ん
ど
営
国
使
と
結
び
つ
き
、
簾
度
使
が
両
者
を
兼

任
』
」
い
た
（
獲
護
巻
七
八
．
節
度
使
）
。
最
初
は
単
な
る
軍
司
令
官

と
し
て
出
発
し
た
節
度
使
が
財
政
畏
政
に
わ
た
る
全
権
を
握
る
に
い
た
っ

た
に
つ
い
て
は
、
支
度
使
・
営
薄
額
等
の
軍
職
を
兼
任
し
た
こ
と
が
大
き

な
意
味
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
青
山
定
雄
氏
・
「
陛
下
の
屯
田
と
當

細
」
の
第
二
章
、
注
一
二
四
・
一
二
五
・
『
史
学
雑
誌
』
六
三
ノ
一
）
。
営
田
使

と
結
び
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
又
、
五
つ
も
の
道
の
財
政
を

担
当
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
度
支
使
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
次
に
、
両
晦
霊
列
伝
に
み
え
る
後
文
の
戸
部
侍
郎
判
度
支
と
し
て
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

し
た
諸
使
の
中
に
み
え
る
河
南
帰
道
支
度
使
は
た
し
か
に
支
度
使
で
あ
ろ

う
か
。
癒
会
要
（
巻
六
一
・
八
…
）
に
よ
る
と
、
第
五
斑
が
館
駅
使
と
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

運
使
を
領
し
た
の
は
、
乾
元
元
年
三
月
で
、
そ
の
時
の
宮
は
度
支
郎
中
で

あ
る
。
唐
臼
要
（
巻
五
八
）
に
よ
れ
ば
、
戸
部
侍
郎
判
度
支
に
な
っ
た
の

　
　
む
　
　
む

は
乾
元
元
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
乾
元
元
年
に
度
支
郎
中
と

し
て
帯
び
た
塩
鉄
使
・
司
農
太
府
嵩
納
使
（
度
会
要
巻
五
九
・
八
八
）
お

よ
び
河
南
蹴
道
軽
暖
使
（
唐
黒
白
巻
五
九
、
些
事
元
亀
巻
四
八
三
・
邦
計

郎
総
覧
）
も
、
乾
元
一
7
5
年
三
月
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
る
と
、

第
五
碕
が
乾
元
元
年
三
月
に
諸
使
を
議
し
た
中
に
含
ま
れ
て
い
た
の
は
河

　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

南
五
道
度
支
使
な
の
で
あ
り
、
両
唐
瞥
列
伝
の
支
度
使
は
誤
り
で
あ
る
と

い
え
る
（
羅
府
元
亀
巻
四
八
三
・
邦
計
部
選
任
で
は
こ
れ
を
度
支
使
と
記

し
て
い
る
）
。
　
た
だ
し
、
乾
元
元
年
三
月
に
度
支
郎
中
と
し
て
諸
使
（
そ
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三富司使の職立について、（蠣波）

　
の
中
に
は
艦
藪
田
も
含
ま
れ
て
い
る
）
を
兼
ね
、
十
月
に
戸
部
侍
郎
専
判

　
度
支
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
両
唐
桑
列
伝
な
ど
が
戸
部
侍
郎
　
専
判

　
度
支
と
な
っ
て
諸
使
を
領
し
た
と
し
て
い
る
の
は
不
適
当
で
あ
る
。
こ
の

　
専
判
度
支
こ
そ
は
、
事
実
上
の
度
支
使
の
最
初
で
あ
る
が
、
系
譜
的
に
は
、

　
以
前
の
出
南
等
五
道
度
支
使
が
発
展
的
解
消
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
た

　
か
も
襲
一
城
蜘
岬
が
江
潅
河
U
南
転
糊
周
延
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
が
輪
瓢
運
使
の
開
始

　
で
あ
る
の
に
比
せ
ら
れ
る
。

　
　
で
は
由
［
南
等
五
道
度
支
使
に
初
め
て
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
何
時
で
あ
ろ
う

　
か
。
通
鑑
は
至
徳
元
載
十
月
の
こ
と
と
す
る
が
、
唐
会
要
（
巻
五
九
）
等

　
に
よ
れ
ば
乾
元
元
年
三
洋
に
度
支
郎
中
と
し
て
始
め
て
河
幣
五
道
度
支
使

　
に
任
ぜ
ら
れ
た
如
く
に
も
考
え
ら
れ
る
。
両
鹿
欝
列
傍
に
よ
れ
ば
、
由
南

　
等
五
道
翼
下
使
に
始
め
て
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
明
ら
か
に
司
金
期
中
に
任

　
ぜ
ら
れ
る
よ
り
は
前
の
こ
と
で
あ
る
。
所
で
、
今
ま
で
誰
も
注
意
し
な
か

　
つ
た
が
、
工
部
郎
申
が
司
金
郎
中
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
天
宝
十
一
載
三
月

　
七
口
か
ら
至
徳
二
載
十
二
月
十
五
臼
の
間
の
み
で
あ
る
（
唐
会
要
巻
五
九
、

　
旧
唐
書
巻
四
二
）
。
　
一
慰
通
鑑
に
従
い
、
至
徳
元
載
十
月
か
ら
始
ま
っ
た

　
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、
蛇
元
元
年
三
月
に
始
め
て
な
っ
た
の

　
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
帯
び
て
い
た
も
の
を
、
他
の
新
た
に
帯
び
た
諸
使

　
と
と
も
に
再
び
列
挙
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
唐
代
に
お
け
る
地
域
性
な
ら
び
に
塩
法
の
開
始
と
も
関
係
す
る
の
で
、

　
こ
の
五
這
を
比
定
す
る
こ
と
は
是
非
必
要
で
あ
る
。
日
野
氏
の
詳
細
な
研

　
究
の
要
旨
は
、
五
道
度
支
使
が
或
い
は
山
南
等
五
道
と
あ
り
、
或
い
は
河

　
南
等
五
溢
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
前
後
二
回
の
任
命
詑
蜜
（
至
徳
元
載

　
十
．
月
と
乾
元
元
年
）
と
樒
接
な
闘
係
を
も
ち
、
河
南
等
五
道
が
至
徳
元
年

　
（
載
）
十
月
に
十
年
・
さ
れ
て
い
る
の
は
、
氏
の
検
出
さ
れ
た
七
史
料
中
、

　
新
膚
樽
伝
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
新
唐
書
は
軽
卒
勝
手
な
改
作
を
も
っ
て

　
悪
留
の
高
い
史
欝
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
も
、
冊
府
元
亀
（
巻
四
六
八
）
台
省
部
薦
挙
の
条

　
（
殿
中
侍
御
史
と
の
兼
官
だ
か
ら
）
お
よ
び
詞
（
巻
四
八
三
）
叡
智
部
褒

　
寵
の
ム
条
（
江
潅
租
一
期
と
の
兼
官
で
司
金
郎
中
に
な
る
前
だ
か
ら
）
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
例
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
江
南
等
五
道
と
い
う
例
も
あ
る
の

　
で
あ
る
か
ら
　
（
同
巻
四
八
三
、
邦
計
部
選
任
）
、
氏
の
結
論
に
賛
成
す
る

　
わ
け
に
「
は
い
か
な
い
。
山
南
等
五
道
・
河
南
等
五
道
・
江
南
等
五
遣
は
み

　
な
周
じ
地
域
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
江
．
准
瓢
遥
遥
と
兼
官
で
あ
っ
た

　
点
か
ら
考
え
て
、
河
南
・
濫
齋
。
山
南
東
道
・
江
南
東
西
道
の
五
道
を
指

　
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
又
、
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
以
後
、

　
塩
鉄
転
炉
使
と
度
支
使
に
よ
っ
て
天
下
の
財
賦
が
二
分
さ
れ
た
縛
の
壌
鉄

　
転
運
使
の
管
掌
区
域
で
あ
り
（
唐
会
要
巻
八
七
）
、
乾
元
元
年
三
月
に
初

　
め
て
簾
度
使
の
お
か
れ
た
地
城
で
も
あ
る
（
嘱
唐
書
巻
一
〇
、
膚
会
要
巻

　
七
八
）
。

⑥
節
五
碕
が
江
口
租
出
迎
に
な
る
の
に
房
確
が
反
零
し
た
こ
と
は
、
新
唐

　
書
（
巻
一
、
三
九
・
房
確
伝
）
・
二
会
要
（
巻
八
四
・
租
庸
使
）
・
大
唐
新
語

　
（
巻
一
〇
、
驚
革
）
に
み
え
る
。
た
だ
し
、
房
確
が
反
臆
し
た
の
が
純
政

　
策
上
の
問
題
で
あ
る
か
、
賀
蘭
進
明
の
部
下
で
あ
っ
た
策
五
碕
に
対
す
る

　
党
派
的
感
情
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
は
断
定
で
き
な
い
。

⑦
日
野
氏
は
前
掲
論
文
で
濫
法
の
縄
始
と
塊
鉄
使
成
立
の
時
期
を
乾
元
元

　
年
正
月
と
さ
れ
た
。
そ
の
論
拠
は
冊
府
元
亀
巻
四
九
三
（
四
九
〇
の
誤
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む

　
郵
計
都
・
鯛
復
門
・
箆
徳
二
年
正
月
の
条
の
激
文
に
み
え
る
記
窮
で
あ
っ
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む
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
て
、
そ
の
二
年
が
三
年
の
誤
り
で
あ
り
、
聚
評
註
年
正
月
即
ち
乾
元
元
年

　
正
月
で
あ
る
と
い
う
に
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
の
気
霜
に
は
そ
の
よ
う
な

　
記
購
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
記
事
を
も
つ
て
そ
の
よ
う
に
推
断
す
る

　
こ
と
は
出
来
な
い
（
も
し
、
外
か
ら
の
引
き
間
違
い
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

　
本
文
に
の
べ
た
事
…
辮
か
ら
考
え
て
、
至
徳
二
年
正
月
の
ま
ま
の
方
が
正
し

　
い
と
思
わ
れ
る
）
。

⑧
唐
代
の
朋
党
の
問
題
は
、
電
燈
と
の
結
び
つ
き
等
か
ら
、
き
わ
め
て
複

　
雑
な
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
こ
の
問
題
を
綜
含
的
に
考
察

　
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑨
最
近
、
古
賀
縛
網
は
祉
佑
い
ご
魔
鉄
使
は
揚
州
に
治
所
を
移
し
て
い
た

　
と
さ
れ
（
帯
代
井
塩
孜
）
、
論
拠
と
し
て
容
斎
随
筆
（
巻
九
）
唐
揚
州
之

　
盛
の
条
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
七
度

　
使
が
塩
鉄
使
を
兼
領
し
た
時
に
、
揚
子
院
が
重
要
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　
反
証
は
数
多
い
が
、
た
と
え
ば
旧
五
代
史
（
巻
一
八
）
置
文
蔚
伝
を
参
照
。

⑩
　
元
和
四
年
二
月
の
李
巽
の
上
院
文
に
「
涯
潅
河
南
峡
内
叩
込
嶺
南
読
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
驚
院
。
表
年
堰
撫
価
撰
銭
七
百
二
十
七
万
。
比
陥
法
製
図
信
二
千
七
百
八

　
十
余
万
。
非
実
数
也
。
点
心
以
丁
数
除
為
煮
塩
之
外
。
付
勢
支
収
其
数
。
（
唐

　
会
要
・
巻
八
七
）
」
と
あ
る
の
は
、
国
府
元
亀
巻
四
九
三
の
記
喜
と
照
ら

　
し
合
せ
る
と
、
総
収
入
か
ら
塩
本
を
差
引
い
た
純
利
益
は
総
て
度
支
に
帰

　
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
加
藤
…
超
群
訳
註
「
旧
葱
風
食
〔
貨
士
門
下
」

　
の
註
一
五
｛
お
よ
び
隅
一
五
六
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
な
お
常
駐
の

　
塩
法
が
隔
成
三
年
（
八
三
八
）
に
は
依
然
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
円
仁

　
の
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
（
巻
一
、
岡
七
月
廿
一
日
の
条
）
の
記
載
か
ら
う

　
か
が
え
る
。
ま
た
唐
業
物
（
巻
二
五
雑
録
）
に
よ
る
と
、
太
湘
七
年
（
八

　
憲
δ
以
箭
に
お
い
て
、
か
の
待
漏
院
が
撫
鉄
と
疲
支
に
は
あ
っ
た
が
、

　
戸
部
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
戸
都
に
対
し
て
、
燃
鉄

　
と
度
｛
又
の
比
重
が
大
き
か
っ
た
へ
こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

⑪
　
幽
庸
－
二
期
い
ご
、
｛
皮
支
が
重
要
と
な
っ
た
の
は
、
単
な
る
財
，
政
の
膨
脹
と

　
い
う
こ
と
以
上
に
、
経
済
の
発
展
、
商
業
の
重
視
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

　
る
。

⑫
宋
代
の
三
司
が
あ
る
程
度
の
人
審
権
と
あ
る
程
度
の
司
法
権
を
与
え
ら

　
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
官
崎
市
定
氏
・
宋
元
時
代
の
法
難
と
裁
判

　
騰
構
・
東
方
学
報
京
都
二
四
・
一
九
エ
頁
以
下
に
詳
し
い
。

⑬
　
三
司
を
構
成
す
る
点
か
ら
言
え
ば
、
戸
部
内
の
戸
部
啓
の
長
た
る
判
戸

　
部
に
な
っ
た
人
を
取
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、
史
料
的
に
不
可
能
で
あ
る
の

　
で
、
こ
こ
で
は
、
旧
来
の
財
政
長
門
た
る
戸
部
尚
書
を
比
較
の
対
象
と
し

　
て
取
上
げ
た
。

⑧
　
貴
族
制
社
会
と
は
家
柄
を
重
ん
ず
る
社
会
で
あ
る
。
三
司
使
の
成
立
と

　
貴
族
制
と
の
関
係
を
究
明
す
る
た
め
に
、
三
司
使
（
前
身
を
含
め
て
）
に

　
任
ぜ
ら
れ
た
人
の
家
柄
、
す
な
わ
ち
郡
塾
の
家
柄
の
繊
か
ど
う
か
を
考
え

　
た
い
。
州
郡
制
度
の
変
革
に
も
堪
え
、
あ
ら
ゆ
る
難
局
を
切
抜
け
て
十
代

　
ま
で
州
の
名
門
た
る
地
位
を
保
っ
て
き
た
の
が
、
唐
心
の
い
わ
ゆ
る
郡
望

　
で
あ
り
、
唐
代
に
お
け
る
郡
望
の
家
柄
の
選
定
の
方
法
に
は
三
つ
ば
か
り

　
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
平
簑
宇
詑
に
記
載
す
る
姓
氏
の
条
か
ら
復
原
す
る

　
方
法
を
胴
い
る
。
簑
宇
記
か
ら
の
開
鉱
の
復
原
は
、
最
近
、
池
田
勤
口
が

　
「
密
代
郡
塁
表
（
上
）
」
　
（
馴
．
東
洋
学
報
』
四
二
の
三
、
七
八
頁
以
下
）
に

　
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

　
　
所
で
、
蓑
宇
記
に
は
滑
八
白
篤
郡
の
郡
姓
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
古

148　（632）



三澗使の戒立について（礪波）

　
来
、
白
馬
郡
と
い
う
郡
は
存
在
し
な
い
も
の
で
、
東
異
な
い
し
は
霊
畠
郡

　
と
あ
る
べ
ぎ
所
で
あ
る
。
有
名
な
白
馬
津
の
渡
場
の
あ
っ
た
所
な
の
で
、

　
誤
っ
て
白
馬
郡
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
滑
州
に
つ
い
て

　
は
、
　
森
鹿
一
二
氏
。
「
闘
蝋
耽
己
。
『
・
中
山
翠
論
二
十
名
家
潔
隅
行
・
㎞
録
』
所
叙
鼻
聾
照
）
。
　
一
兀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
和
姓
纂
（
巻
七
）
上
官
氏
の
条
に
」
東
郡
の
上
官
氏
が
あ
り
Y
こ
れ
か
ら

　
池
田
温
氏
が
比
較
紺
照
さ
れ
た
Ω
…
…
掲
論
文
八
六
頁
）
敦
焼
交
書
の
A
東

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
来
郡
・
B
東
平
郡
の
来
と
平
が
と
も
に
術
字
で
あ
り
、
同
時
に
、
A
8
矯

　
文
書
の
相
当
密
接
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。

⑮
　
三
司
使
（
前
身
を
含
め
て
。
た
だ
し
、
癒
代
の
戸
部
尚
書
、
五
代
の
建

　
直
宮
使
・
租
庸
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
を
も
ふ
く
む
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
の

　
姓
名
と
在
職
年
代
は
、
厳
耕
望
「
唐
心
尚
二
郎
表
e
」
・
二
二
岡
「
唐
将

　
相
大
臣
年
表
」
「
五
代
将
穰
大
臣
年
表
」
、
李
璽
「
皇
三
十
朝
綱
要
」
を
も

　
と
に
正
史
を
参
照
し
、
適
宜
選
択
し
て
作
成
し
、
次
に
こ
の
よ
う
な
人
物

　
を
各
［
列
伝
に
当
り
、
本
貫
（
本
籍
地
）
と
科
挙
に
合
格
し
た
か
ど
う
か
を

　
調
べ
、
そ
れ
を
唐
代
郡
塗
表
に
照
ら
し
て
（
雑
纂
記
に
は
記
載
さ
れ
て
な

　
い
が
、
欝
欝
の
慮
…
氏
と
博
陵
の
蹴
氏
と
は
、
名
族
中
の
名
族
な
の
で
郡
望

　
と
し
て
取
扱
つ
た
）
、
都
遷
の
家
柄
か
ど
う
か
を
鞠
凝
し
て
表
が
作
成
さ

　
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
関
係
で
詳
細
は
省
き
、
結
果
の
簡
単
な
一
覧

　
表
の
み
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

⑯
　
進
士
・
挙
進
士
欄
の
一
人
は
挙
進
士
で
あ
り
、
挙
進
士
と
は
進
士
試
験

　
受
験
の
資
格
を
得
る
こ
と
で
、
進
士
そ
の
も
の
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

　
入
宮
崎
市
定
氏
・
鞭
．
科
挙
』
・
二
一
頁
、
吉
川
幸
次
鄭
氏
・
『
唐
代
の
詩
と

　
散
文
』
・
七
七
頁
）
。

⑰
唐
酌
貴
族
酌
地
主
か
ら
宋
的
士
大
夫
酌
地
童
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、

　
今
の
所
、
宮
崎
市
定
氏
が
「
五
代
史
上
の
軍
閥
資
軍
家
」
　
（
一
八
頁
）
で

　
の
べ
ら
れ
た
説
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

⑲
　
た
と
え
ば
、
前
掲
唐
心
史
補
に
「
為
使
則
重
。
為
官
期
軽
。
」
と
あ
り
、

　
財
政
薫
習
に
関
し
て
は
、
通
鑑
（
巻
一
二
五
）
天
宝
元
年
三
月
の
条
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む

　
「
百
司
有
利
権
者
。
二
黒
朋
匿
使
以
領
掌
。
旧
識
充
位
而
已
。
」
と
あ
る
。

⑲
　
こ
の
点
に
お
い
て
、
唐
中
期
に
お
け
る
翰
林
学
士
の
設
置
も
揆
を
一
に

　
す
る
（
な
お
、
山
本
隆
義
氏
・
「
繕
宋
時
代
に
於
け
る
翰
林
学
士
に
つ
い

　
て
」
・
『
東
方
学
』
四
・
参
照
）
。
窪
た
、
こ
の
時
期
に
、
中
書
省
の
強
化
・

　
門
口
下
省
一
の
馬
弓
H
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
注
｛
達
す
べ
き
で
あ
る
。

⑳
　
使
職
は
あ
く
ま
で
も
官
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
、
九
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
じ
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
に
は
鑑
列
さ
れ
え
な
い
。
だ
か
ら
監
察
御
史
勾
当
江
潅
租
膀
使
・
戸
部
侍

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む

　
郎
度
支
払
井
羨
道
壌
業
転
運
使
・
宣
州
刺
史
充
所
江
西
道
節
度
使
と
い
っ

　
た
風
に
、
官
と
兼
ね
た
形
で
任
命
さ
れ
た
。

⑳
た
と
え
ば
、
甲
鉄
使
が
設
け
ら
れ
て
も
、
盗
の
専
売
が
施
行
で
き
な
い

　
状
態
で
あ
れ
ば
無
意
味
で
あ
る
ゆ
塩
の
専
売
と
い
っ
た
こ
と
は
誰
で
も
考

　
え
つ
く
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
後
漢
以
後
殆
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
と
く

　
に
常
朝
に
お
い
て
一
度
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時

　
期
に
荘
園
制
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
政
府
が
塩
の
専
売
を
施
行
で
き
な
か

　
つ
た
の
で
あ
る
と
患
わ
れ
る
。
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　　　　　　　　　　　　Tenyaleukata－leosh∂ya　頭役方ガ、庄屋

　　　　　　　　　　　　in　the　Saga　佐賀　Clan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Masayoshi　J6shima

　　Two　Kosh6yα小庄屋，紛6履α一sh6ya名方庄屋and：re．昭α勲s吻α

点役庄屋，were　put　over　each　village　in　the　distributed　lands　Chi－

gy601星夢知行S也）　villages　of　the　Sa8a　clan．　Origi1ユally　Tenyaleu－sho”ya

was　superior　to施ん罐α∫α一31zのα石方庄屋，　but　gradually　it　was　over．

whelmed　by　Koku7eata－sγdya，1ater　Iost　its　rank　as　a、κoslzのα，　and

in　the　la亡e　Shogunate　period　arranged　into　G6　eSil，　being　hold　by　a

　　　　　　　　　　ム
concurrent　Oslz6ッ4．大庄屋：in　many　casses，　In　the　main　tasks　of　Ten一

ツahu－s1吻αwere　ilnposition　of　labor　service，1evy◎f　not　only　Fury∂lnai

夫料米but　Tanmai反米which　originally　meant　Ft〃ry6mai，　O－leosho”ya一γy6

大小庄屋料，and　ClzileuboleuleairN6竹木買料，　or　levy　of　Unfo”gin運

上銀and　others　free　o£　labor　service。　These　were　partly　or　all

kinds　of　the　Clnan’s　revenue，　and　of劾slz6ツαin　the　distributed　lands

Tenyaleu－31zのσwas　of　the　clan，　but　a　large　distribated　land　had　a

considerably　large　self－government　then　the　situation　of　Tenyafeu－shoAya

in　the　la．　rge　distribttted　lands　seemed　to　be　delicate　between　two

factors．

　　　　　　　　　　Establishment　of　San－ssit－shih三司使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Reformation　of　T‘ang唐and

　　　　　　　　　　　　　　　翫π9宋and　Shih－chih使職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mamoru　Tonami

　Shih－chilz使職，　Chieh－tu－shih　食蒼度使，　Tu－chih－shih　度支使，　and　S］zu－

mi－sh，ih櫃密．使，　the　officials　without　constitution　after　the　middle

of　T‘ang唐，　were　established　in　order　to　meet　th臼social　change

and　to　strengthen　the　monarchy．　　’工’hese　Shih－chih　使聯1，0riginated

fro皿huan一んuan　窪官，　played　an　important，k，role　in　dissolving　the

Medieval　aristocracy　and　creating　a　new　society　after　Sung宋．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（651）



Certac　inly，　Shih－chih　were　trftc　nsitional，　and　it　is　remarkable　that

Pi－chao　fi￥’　Zm7　system　revived　wlth　thls　disappeared　again　after　Sung．

　　This　article　treats，　of　these　Shih－chih，　the　forming　process　of　San－

ssti－shih：三司使，　worthy　of　the　Chancellor　of　the　Exchequer　in　Wu－tai

五代and　northern　Sung．　As　the　national　finance　grew　expanding，

the　importance　of　Tu－chih度支subdepartment　ln盈4「加戸部was

increasing．　When　the　An－shih安史rebellion　occurred，　Ti－zuu－o漉第

五碕was　appointed　for　the　fi1’st　time　to　a　Tu－chih－shih　for　Shan一

πα7z一∫伽9－wu－tao山南等五道，　raising　money　for　war　expense．　Promo－

ting　a　successful　monopoly　of　sea　salt　in　the　seutheastern　countries

as　a　desperate　measure，　he　was　appointed　to　Yen－t‘ieh－shilz塩鉄使

to　execute　the　monopoly　of　salt　all　over　the　country．　Hereafter，

Tu－chih－shilz　and　Yen－t‘ieh－shih　went　halves　in　the　nationwide　finance

divided呈n　east　and　west，　and　then　after疵u－tai　San－sstt－shih三三司

史was　established　iR　T‘αng．
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